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名    称 ラジコン草刈機 

型    式 ＲＪ７００ ＲＪ７００-Ｗ 

機

体

寸

法 

全長（ｍｍ） １５１５ 

全幅（ｍｍ） １１１０ 

全高（ｍｍ） ７７５ 

最低地上高（ｍｍ） １７５（刈取部を除く） 

機体質量（ｋｇ） ３５８ 

刈

取

部 

刈幅（ｍｍ） ７００ 

刈刃構成 フリーナイフ×４個 

刈刃固定 ロックナット方式 

刈高（ｍｍ） ３０～９０（７段階） 

作業クラッチ Ｖベルトテンション式（ブレーキ連動） 

最大作業能率（ａ／ｈ） １３．３（当社実測値） 

走

行

部 

走行形式 芯金入りゴムクローラ 

走行駆動 電動モータ（７５０Ｗブラシレス）×２個 

操向形式 電動２モータ式無段変速 

ブレーキ 電動モータ内蔵型電磁ブレーキ 

クローラサイズ 
幅（ｍｍ）×ピッチ（ｍｍ）×ﾘﾝｸ数 

１５０×６０×４３ 

轍間距離（ｍｍ） ９４０ 

接地長（ｍｍ） ９２５ 

接地圧（ｇ/ｃｍ２） １２９ 

車速 
前進（ｋｍ／ｈ） ０～３．１ 

後進（ｋｍ／ｈ） ０～３．１ 

最小回転半径（ｍｍ） ８５０ 

使用最大傾斜角度（度） 前後方向：２５ 左右方向：４５ 

エ 

ン 

ジ

ン 

型式名 ブリッグス ３５６７７７－０１４７ Ｂ５ 

種類 
空冷４サイクルＶ型２気筒ＯＨＶ 

ガソリンエンジン 

総排気量 (Ｌ{ｃｃ}) ０．５７０{５７０} 

出力／回転速度 

（ｋＷ{ＰＳ}／ｒｐｍ） 

推奨：１０．４{１４．２}／３６００ 

（グロス最大：１３．４{１８．２}／３６００） 

使用燃料 自動車用無鉛ガソリン 

燃料タンク容量（リットル） １１ 

エンジンオイル量（リットル） １.８ 

始動方式 セルモータ式 

エンジン

回転速度 

最高回転速度 (ｒｐｍ) ３６００ 

アイドリング回転速度 

(ｒｐｍ) 
１７５０ 

Ａ．製品について 

主要諸元 
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装

備 

チョーク オートチョーク 

エンジン自動傾斜（度） 左右最大２０ 

青ランプ 電波状態表示 

黄ランプ 傾斜警告、バッテリ残量警告、エンジン始動警告 

赤ランプ エラー警告 

エンジンオイル警告灯 装備 

バッテリ残量計 走行バッテリ残量を５段階表示 

アワメータ 装備 

ブザー 装備 

刈刃交換工具 製品に同梱 

プ

ロ

ポ

送

信

機 

送受信方式 2.4GHz 双方向無線通信(FASSTest 方式) 

操作可能距離（ｍ） ６５～１７５ 

防滴・防塵性能 ― IP64 

操

作

項

目 

前進・後進 左ジョイスティック 

右旋回・左旋回 右ジョイスティック 

最高速度設定 速度設定ダイヤル 

エンジン始動 エンジン始動（セルスタート）ボタン 

エンジン停止 エンジンスイッチ 

刈刃クラッチ 入・切 刈刃スイッチ 

刈高さ設定 刈高さ設定ダイヤル 

ＥＣＯ（エコ）運転 入・切 ＥＣＯ（エコ）モード切替スイッチ 

エンジン傾斜切替 エンジン傾斜スイッチなど 

※本仕様は改良のため予告なく変更することがあります。 

 

 

製品について 
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 ■ ラジコン草刈機本体(以降、本機と記す) 
 

 

各部の名称 

刈刃カバー洗浄用パイプ

エンジンカバー

飛散防止板・ゴムたれ 

青ランプ 

エンジンベース

アワメータ

電源ボタン

スロットルレバー 

エンジンオイル警告灯

バッテリ残量計 

給油口フタ 

エンジンカバー固定ピン 

オートチョーク切替スイッチ 

オレンジ（橙）ランプ 

赤ランプ

前側 

後側 

送受信アンテナ コントローラボックス 

製品について 

緊急停止スイッチ
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 ■ プロポ送信機（RJ700） 
 

刈高さ設定ダイヤル 

電源スイッチ 

画面切替ボタン左

左ジョイスティック(前後) 

モニタ 

ＥＣＯ（エコ）モード

切替スイッチ 

刈刃スイッチ 

プロポ送受信アンテナ 

エンジン傾斜モード 

切替スイッチ１ 

エンジン傾斜スイッチ

速度設定ダイヤル 

右ジョイスティック(左右) 

画面切替ボタン右

タッチセンサ

（未使用スイッチ）

エンジン傾斜モード

切替スイッチ２ 

エンジンスイッチ

エンジン始動 

（セルスタート）ボタン

（未使用スライドレバー）

（未使用スライドレバー） 

上から見た図 

製品について 
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 ■ プロポ送信機（RJ700-W） 
 

 

製品について 

（未使用スイッチ）

エンジン傾斜モード

   切替ボタン 

エンジンスイッチ

エンジン始動 

（セルスタート）ボタン

左上から見た図 

刈高さ設定ダイヤル 

電源ボタン 

画面切替ボタン

左ジョイスティック(前後) 

モニタ

ＥＣＯ（エコ）モード

切替スイッチ 

刈刃スイッチ 

プロポ送受信アンテナ 

エンジン傾斜モード 

   切替スイッチ 

エンジン傾斜スイッチ

速度設定ダイヤル

右ジョイスティック(左右) 

エディットダイヤル

右上から見た図 

画面切替ボタン 2

キーロック解除ボタン

（未使用ダイヤル）
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配線図 

製品について 
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２:黄
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３:青
ＣＮ１５

バッテリ残量計

アワメータ
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＋ －

ＣＮ１１

（４０Ｐ）

＋

オイル

ランプ

ＣＮ１７

BZ

Ｇ

＋

－

右走行

モータ

RM

E

左走行

モータ

LM

E

走行
バッテリ
ＣＮ２

温度センサ１

（オルタネータ）

８０Ａ

８０Ａ

走行

バッテリ

オルタネータ

走行
バッテリ
ＣＮ２

ＣＮ１２

（２６Ｐ）

ＣＮ１

ＣＮ５

ＣＮ９

ＣＮ１０

ブザー
ＣＮ１８

２

ＣＮ２０

３

ＣＮ２１

４

ＣＮ２２

５

ＣＮ２３

１

ＣＮ１９

コントローラＡＳＳＹ

アワメータ
残量ＬＥＤ５
残量ＬＥＤ４
残量ＬＥＤ３
残量ＬＥＤ２
残量ＬＥＤ１
１２Ｖ
青ランプ
黄ランプ
赤ランプ
非常停止入力
１２Ｖ電源

エンジンＳＴＯＰ
ＥＣＵ電源
セルリレー
１２Ｖ
ＧＮＤ

電源（＋）
電源（－）
ＣＡＮ Ｈ
ＣＡＮ Ｌ
ＧＮＤ

オルタネータ電源
オルタネータ電圧切替

ブザー（－）
ブザー（＋）
オイルランプ（＋）
オイルランプ（－）
Ｍ－（刈刃）
Ｍ＋（刈刃）
５Ｖ（刈刃）
ＶＩＮ１（刈刃）
ＧＮＤ（刈刃）
ＬＳＷ１（刈刃）
ＣＯＭ（刈刃）
ＬＳＷ２（刈刃）
Ｍ－（刈高さ）
Ｍ＋（刈高さ）
５Ｖ（刈高さ）
ＶＩＮ２（刈高さ）
ＧＮＤ（刈高さ）
ＬＳＷ１（刈高さ）
ＣＯＭ（刈高さ）
ＬＳＷ２（刈高さ）
Ｍ－（エンジン傾斜）
Ｍ＋（エンジン傾斜）
５Ｖ（エンジン傾斜）
ＶＩＮ３（エンジン傾斜）
ＧＮＤ（エンジン傾斜）
ＬＳＷ１（エンジン傾斜）
ＣＯＭ（エンジン傾斜）
ＬＳＷ２（エンジン傾斜）
オルタネータ温度
オルタネータ温度

ＣＮ６ＣＮ８

ＣＮ２７

ＣＮ２８

ＣＮ２９

ＣＮ３０

ＣＮ３１

ＣＮ３２

ＥＣＵ

ユニット

オートチョーク

切替スイッチ
ＣＮ３３
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Ｂ．トラブルの原因・対処 

トラブル対処流れ図 

[ 現象 ] [ チェック箇所・判定 ] [ 原因・対処 ]

1. 本体の電源が入らない

2. 本体の電源が切れない

(プロポ送信機の電源OFF

および緊急停止スイッチを

「停止」にしても切れない)

3. プロポ送信機の電源が

入らない

電源ボタンを、バッテリ残量計の点灯が始まるまで

押し続ける(約1秒間)
電源ボタンを押してすぐに手を離している

緊急停止スイッチが「停止」になっている 緊急停止スイッチを「運転」にしてから電源を入れる

コントローラボックスのコネクタ(CN12)、[

および電源コネクタ(CN1)の接続を確認

(P.18「コネクタの場所と脱着方法」)

コネクタを接続し直す

中継コードが断線していないか確認 断線部を補修するか、または中継コードを交換する

12Vバッテリの接続端子が緩んでいないか バッテリ接続端子の固定ボルトをしっかりと締め直す

12Vバッテリの端子電圧が極端に低い
12Vバッテリの充電を行う。充電後も電圧が上がらない

場合は、12Vバッテリを交換する

電源ボタンの端子(CN3)を外して、

ボタン側コネクタ端子間の導通を確認
電源ボタンの交換

緊急停止スイッチのコネクタ(CN4)を抜いて、

スイッチの位置を「運転」にした状態で

スイッチ側コネクタ端子間の導通を確認

中継コード側コネクタ端子間の導通を確認
中継コードの配線がショートしている

破損部分がないか確認し、補修または交換を行なう

緊急停止スイッチの交換

中継コード側のコネクタ端子間の導通を確認
中継コードの配線がショートしている

破損部分がないか確認し、補修または交換を行なう

プロポ送信機のバッテリコネクタが抜けてないか コネクタをしっかり差し直す

プロポ送信機のバッテリ配線が破損していないか確認 配線の補修、またはバッテリ交換

プロポ送信機のバッテリ電圧を確認
プロポ送信機のバッテリを充電する

(取扱説明書P.38「■プロポ送信機の充電」)

抜けあり

はい

いいえ

はい

いいえ

緩みあり

緩みなし

はい

いいえ

抜けあり

問題なし

断線あり

コントローラボックスを交換する

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

問題なし

ショート

している

導通なし

導通なし

ショート

している

ショート

している

導通なし

コントローラボックスを交換する

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

ショート

している

導通なし

問題なし

破損あり

問題なし

5V以上

プロポ送信機の交換

(P.36「プロポ送信機の交換方法)

5V未満

マグネットスイッチの端子取付部(CN8)および、

アース箇所(マグネットスイッチ取付基部)のボルトが

緩んでいないか

端子取付部のボルトをしっかりと締め直す

緩みあり

緩みなし

ヒューズ(10A×2, および20A)が切れていないか確認

ヒューズ周りのコードに破損・ショート等ないことを確認

問題なければヒューズを交換する

(P.29「ヒューズの交換方法」)

切れて

いる

問題なし
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トラブルの原因・対処 

[ 現象 ] [ チェック箇所・判定 ] [ 原因・対処 ]

4. プロポ送信機から

連続音がする

（例：ﾋﾟﾋﾟﾋﾟﾋﾟﾋﾟ・・・）

6. 本機が走行しない

液晶画面に「ｽﾛｯﾄﾙｲﾁ」と表示されている
右ジョイスティックを右側に倒してから

中立位置に戻す

液晶画面右上のバッテリ電圧表示が

5.6V以下

プロポ送信機のバッテリを充電する

(取扱説明書P.38「■プロポ送信機の充電」)

液晶画面に「ﾃﾞﾝｹﾞﾝｽｲｯﾁｦｵﾌﾆｼﾃｸﾀﾞｻｲ」と

表示されている

本機のバッテリ残量計、オイルランプが

点灯しているか確認
電源ボタンを押して電源を入れる

プロポ送信機のモニター画面が表示されているか確認
プロポ送信機の電源を入れる

(取扱説明書P.41「■電源の入れかた」)

プロポ送信機の左右ジョイスティックを

操作したまま電源を入れた
スティックの位置を中立に戻してから操作する

本機の青ランプが点灯しているか確認
本機の青ランプが点灯するまでプロポ送信機を近づけ

て操作する

走行バッテリのコネクタ(CN27)の接続を確認する コネクタを差し直す

走行バッテリの接続端子が緩んでいないか

確認する
端子を締め直す

赤ランプおよびバッテリ残量計が点滅している
現象「27. 赤ランプが点滅している」の流れに従い

対処する

速度設定ダイヤルが「低」のままで斜面を

上がろうとしていないか

速度設定ダイヤルを「高」にして上がってみる

それでも上がれない場合は斜面に対して斜めに

走行する

クローラに草や異物が挟まっていないか確認 挟まっている物を取り除いて走行する

走行部(スプロケット、転輪)に破損がないか 破損部品を交換する

クローラが脱輪していないか
クローラ取付と張り調整を行なう

(取扱説明書P.79「■クローラの点検・調整」)

電源を切るか、プロポ送信機を操作する

(30分無操作で放置した場合に発生する)

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

プロポ送信機の交換

(P.36「プロポ送信機の交換方法)

いいえ

消灯

点灯

表示あり

表示なし

はい

いいえ

消灯

点灯

抜けあり

問題なし

緩みあり

問題なし

はい

いいえ

はい

いいえ

異物なし

異物あり

脱輪

している

脱輪していない

破損あり

コントローラボックスを交換する

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

破損なし

走行モータコネクタ(CN29,CN31)が

緩んでいないか確認する

(P.18「コネクタの場所と脱着方法」)

コネクタを差し直す
緩みあり

問題なし

走行バッテリのヒューズ(80A)が切れていないか確認

ヒューズ周辺のコードに破損等ないことを確認し

ヒューズを交換する

(P.29「ヒューズの交換方法」)

切れて

いる

問題なし

5. プロポ送信機の

バッテリの減りが早い

充電が正常にできているか確認する

(P.38「■プロポ送信機の充電」)
所定の充電方法と充電時間を守り、正しく充電を行う

バッテリを交換する

約300回の充電で容量半減が目安になる

(使用条件により異なる)

できて

いない

できている

RJ700の場合

RJ700-W

の場合
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トラブルの原因・対処 

[ 現象 ] [ チェック箇所・判定 ] [ 原因・対処 ]

7. 走行が止まらない、

または自然に走行する

8. 走行速度が遅い

9. エンジンのセルモータが

回らない

送信機の左右ジョイスティックに異物が挟まっていない

か確認
異物を取り除いてから操作する

急斜面を垂直に下っていないか

（クローラが滑っていないか)
斜面に対して斜めに走行する

プロポ送信機の中立位置設定を確認

(P.40「プロポ送信機の中立位置調整方法」)
中立位置を再調整する

ホイルスプロケットが空回りする
ギアボックスまたは電磁ブレーキの状態を確認し、故障

していれば交換する

プロポ送信機の速度設定ダイヤルが

「低」になっている
速度設定ダイヤルを「高」に設定してから走行する

バッテリ残量計の点灯数を確認

エンジンを作動させて充電する

充電できない場合は、現象「14. 走行バッテリが充電で

きない」の流れに従って対処する

クローラに草や異物が詰まっていないか確認 詰まりを取り除いてから走行する

プロポ送信機のエンジンスイッチが「停止」になっている

本機のバッテリ残量計、オイルランプが点灯しているか

確認
電源ボタンを押して電源を入れる

プロポ送信機のモニタに画面が表示されているか確認
プロポ送信機の電源を入れる

(取扱説明書P.41「■電源の入れかた」)

青ランプが点灯している
青ランプが点灯する距離まで近づいて操作するか、

場所を変えてみる

プロポ送信機のエンジンスイッチを「運転」にしてから

エンジン始動ボタンを押す

エンジン始動ボタンを押してからすぐに離している

エンジンがかかるまでボタンを押し続ける

5秒間連続で押し続けて自動停止した場合はいったん

手を離してから再度押し直す

刈刃スイッチが「入」になっている
刈刃スイッチを「切」にしてから

エンジン始動ボタンを押す

異物あり

異物なし

はい

いいえ

ずれあり

問題なし

回る

はい

いいえ

2つ以下

3つ以上点灯

異物あり

コントローラボックスを交換する

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

回らない

コントローラボックスを交換する

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

異物なし

消灯

点灯している

表示なし

表示している

いいえ

はい

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

クローラの張りは適切か確認
クローラの張り調整を行なう

(取扱説明書P.79「■クローラの点検・調整」)

適切

緩んでいる

または

張りすぎ

次ページへ

モータを交換して走行速度が改善するか確認

(P.31「モータの交換方法」)

改善なし

別のプロポ送信機をリンクして速度設定ダイヤルを、

「高」に設定し、走行速度が速くなるか確認する

(P.36「プロポ送信機の交換方法」)

プロポ送信機の故障と考えられる

プロポ送信機の修理または交換を行なう

速くなった

変わらない
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トラブルの原因・対処 

 

[ 現象 ] [ チェック箇所・判定 ] [ 原因・対処 ]

エンジンコネクタ(CN5)の状態を確認する

(P.19「■CN5(エンジン用コネクタ)」)
エンジンコネクタ(CN5)を差し直す

マグネットスイッチ、セルモータ端子、および

12Vバッテリ端子の配線接続を確認
端子の接続、締め直し

中継コードが破損していないか確認 破損部分の補修、または中継コードを交換する

12Vバッテリの端子間電圧を確認
バッテリを充電する。

劣化している場合はバッテリを交換する

オルタネータの充電制御によるもので[現象 ] [チェック

作業への影響なし
11. エンジン音が時々変わる

12. エンジンスロットルが

調整できない

スロットルワイヤーに破損、錆びつき等ないか確認 スロットルワイヤーを交換する

抜けあり

問題なし
抜け、

緩みあり

問題なし

破損あり

問題なし

電圧低い

問題なし

コントローラボックスの交換

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

破損等あり

前ページより

10. エンジンのセルモータが

回り続けている
本機の電源を切って、セルモータの回転が止まるか

確認する
マグネットスイッチを交換する

プロポ送信機の電源がOFFの状態で本機の電源を入れ

て、セルモータが回るか確認

中継コードに破損やショート部分があれば交換する

問題なければコントローラボックスを交換

別のプロポ送信機をリンクして本機とプロポ送信機の

電源を入れ、症状が改善されたか確認する

(P.36「プロポ送信機の交換方法」)

プロポ送信機の故障と考えられる

プロポ送信機の修理または交換を行なう

止まらない

止まった

回る

回らない

変わりなし

改善した

コントローラボックスの交換

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

別のプロポ送信機とリンクしてエンジン始動ボタンを押し

エンジンが始動するか確認する

(P.36「プロポ送信機の交換方法」)

プロポ送信機の故障と考えられる

プロポ送信機の修理または交換を行なう

始動した

始動しない

エンジンのスロットル部に異物が挟まっていないか確認

問題なし

異物を取り除く

異物あり

セルモータを交換し、症状が改善するか確認する
改善しない

13. エンジンが突然停止した
プロポ送信機のECOモード切替スイッチが「入」の状態で

刈刃スイッチを「切」にした

ECOモードの動作により、エンジンが自動で停止する

(取扱説明書P.56「■ECO(エコ)運転のしかた」)

本機の電源が切れている
現象「36. 本機の電源が勝手に切れた」に従い

対処する

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

別のプロポ送信機をリンクしてエンジンを始動させ、

症状が改善するか確認する

(P.36「プロポ送信機の交換方法」)

プロポ送信機の故障と考えられる

プロポ送信機の修理または交換を行なう

改善した

赤ランプが点滅している 現象「27. 赤ランプが点滅している」に従い対処する
はい

コントローラボックスの交換

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

改善しない
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トラブルの原因・対処 

 

[ 現象 ] [ チェック箇所・判定 ] [ 原因・対処 ]

14. エンジンが止まらない プロポ送信機のエンジンスイッチを「停止」にしていない
エンジンスイッチを「停止」にする

(取扱説明書P.45「■エンジン停止のしかた」)

エンジンコネクタ(CN5)を確認する

(P.19「■CN5(エンジン用コネクタ)」)
エンジンコネクタ(CN5)を差し直す

中継コードが破損していないか確認 破損部分の補修、または交換を行なう

15. エンジンから煙が出ている マフラー部に枯草が溜まっていないか 草を除去してから作業する

斜面に対して斜めに走行するようにし、、

長時間の垂直移動は避ける
斜面で垂直に上下移動を繰り返していた

16. 走行バッテリが

充電できない

オルタネータのコネクタ(CN9,CN28)、および配線の

端子接続を確認

(P.18「コネクタの場所と脱着方法」)

コネクタの差直し、端子の締め直しを行なう

オルタネータVベルトを確認
ベルトを付け直す。摩耗している場合は交換する

(取扱説明書P.82「■オルタネータVベルトの交換」)

オルタネータテンションアームに破損・錆びつき等

ないか確認
アームの修理・交換

18. 刈刃が勝手に回転する
刈刃用電動シリンダのコネクタ(CN24)を確認

(P.18「コネクタの場所と脱着方法」)

コネクタを奥までしっかりと差し直す

(P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」)

はい

いいえ

抜けあり

問題なし

問題なし

はい

いいえ

はい

エンジンの点検および交換

緩み、

抜けあり

問題なし

外れ、

摩耗あり

問題なし

破損あり

走行バッテリの交換

(P.27「■走行バッテリの交換」)

中継コードが破損していないか確認 破損部分の補修、または交換を行なう

破損あり

破損あり

問題なし

問題なし

いいえ

抜けあり

刈刃用電動シリンダのコード、および中継コードに破損

がないか
破損部の補修、または交換を行なう

破損あり

問題なし

コントローラボックスの交換

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

問題なし

コントローラボックスの交換

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

エンジン給油栓の適正範囲内にオイル量を調節する

エンジンオイルの量を確認する

(取扱説明書P.70「■エンジンオイルの点検・給油・

交換」)

適量

多い

オルタネータおよび走行バッテリのヒューズ(80A)が

切れているか確認

(P.29「ヒューズの交換方法」)

ヒューズ周辺のコードに破損等ないことを確認し

ヒューズを交換する

(P.29「ヒューズの交換方法」)

切れて

いる

問題なし

17. 12Vバッテリが

充電できない

12Vバッテリの充電用ヒューズ(20A)が切れているか

確認

ヒューズ周辺のコードに破損等ないことを確認し

ヒューズを交換する

切れて

いる

問題なし

12Vバッテリの交換

(P.26「■12Vバッテリの交換」)

エンジンの始動前後で、バッテリの両端子電圧を確認 エンジンのレギュレータを交換する

変化なし

13V以上にすぐ上昇

別のプロポ送信機をリンクしてエンジンを始動させ、

エンジンスイッチで停止できるか確認する

(P.36「プロポ送信機の交換方法」)

プロポ送信機の故障と考えられる

プロポ送信機の修理または交換を行なう

停止

できる

停止できない
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トラブルの原因・対処 

 

[ 現象 ] [ チェック箇所・判定 ] [ 原因・対処 ]

21. 草が刈れない

刈残しが多い

刈刃の摩耗状態を確認

(取扱説明書P.86「●点検のしかた」)

刈刃を交換する

(取扱説明書P.88「●刈刃の交換のしかた」)

刈刃の取付ボルトの緩み確認 ボルトを締め直す

スロットルレバーの位置を確認 スロットルレバーを「高」の位置にする

20. 刈刃が回転しない プロポ送信機の刈刃スイッチを確認 刈刃スイッチを「入」にする

刈刃用電動シリンダのコネクタ(CN24)を確認

(P.18「コネクタの場所と脱着方法」)
コネクタを奥までしっかりと差し直す

刈刃クラッチのワイヤーを確認する ワイヤーを交換する

刈取Vベルトを確認

ベルトを付け直す

破損・摩耗している場合は交換する

(取扱説明書P.83「■刈取Vベルトの張り調整」)

(取扱説明書P.84「■刈取Vベルトの交換」)

刈取テンションアームを確認 部品の補修・交換

19. 刈刃の回転が止まらない

または止まりにくい

カウンタブレーキシューを確認 ブレーキシューを交換する

ブレーキワイヤーを確認 ワイヤーを交換する

刈刃用電動シリンダのコード、および中継コードに

破損がないか
破損部の補修、または交換

摩耗あり

問題なし

緩みあり

問題なし

「低」に

なっている

「切」に

なっている

「入」になっている

問題なし

破損あり

問題なし

抜けあり

破損あり

外れ、

摩耗等あり

破損あり

問題なし

問題なし

コントローラボックスの交換

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

動作しない

摩耗あり

問題なし

破損あり

電動シリンダを交換して動作を確認

(P.32「■刈刃用シリンダの交換」)

問題なし

刈刃ブレーキを調整する

(取扱説明書P.85「■刈刃ブレーキの調整」)

改善しない

カウンタＶベルトを確認
ベルトを付け直す。摩耗している場合は交換する

(取扱説明書P.81「■カウンタVベルトの交換」)

問題なし

カウンタテンションアームを確認 部品の補修・交換

破損あり

問題なし

外れ、

摩耗等あり

別のプロポ送信機をリンクして刈刃スイッチを操作し、

刈刃用電動シリンダが動作するか確認する

(P.36「プロポ送信機の交換方法」)

動作しない

プロポ送信機の故障と考えられる

プロポ送信機の修理または交換を行なう

動作する

「高」になっている

刈取Vベルトを確認

ベルトの張り調整または交換を行なう

(取扱説明書P.83「■刈取Vベルトの張り調整」)

(取扱説明書P.84「■刈取Vベルトの交換」)

緩み、

摩耗等あり

問題なし

カウンタＶベルトを確認
ベルトの張り調整または交換を行なう

(取扱説明書P.80「■カウンタVベルトの張り調整」)

(取扱説明書P.81「■カウンタVベルトの交換」)
問題なし

緩み、

摩耗等あり

エンジンのメンテナンスを行なう
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トラブルの原因・対処 

 

[ 現象 ] [ チェック箇所・判定 ] [ 原因・対処 ]

24. エンジン傾斜が変わらない

自動で角度調整していない

エンジン傾斜用電動シリンダのコネクタ(CN26)を確認

(P.18「コネクタの場所と脱着方法」)

コネクタを奥までしっかりと差し直す

(P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」)

エンジン傾斜用電動シリンダのコード、

および中継コードに破損がないか
破損部の補修、または交換

3色のランプが全て点灯していないか

(手動傾斜モードになっていないか)

手動傾斜モードを解除する

(取扱説明書P.69「■手動エンジン傾斜のしかた」)

23. 刈高さが変更できない

刈高用電動シリンダのコネクタ(CN25)を確認

(P.18「コネクタの場所と脱着方法」)

コネクタを奥までしっかりと差し直す

(P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」)

刈高用電動シリンダのコード、および中継コードに

破損がないか
破損部の補修、または交換

刈刃カバーの可動部に異物が挟まっていないか 異物を取り除く

刈刃カバーのロッド、駆動軸部分に錆びつき、破損等な

いか
部品の補修・交換を行なう

25. エンジン傾斜が安定しない

または勝手に動作している
エンジン傾斜用電動シリンダのコネクタ(CN26)を確認

(P.18「コネクタの場所と脱着方法」)

コネクタを奥までしっかりと差し直す

(P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」)

22. 刈高が安定しない

または勝手に動作している
刈高用電動シリンダのコネクタ(CN25)を確認

(P.18「コネクタの場所と脱着方法」)

コネクタを奥までしっかりと差し直す

(P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」)

刈高用電動シリンダのコード、および中継コードに

破損がないか
破損部の補修、または交換

エンジン傾斜用電動シリンダのコード、

および中継コードに破損がないか
破損部の補修、または交換

3色のランプが全て点灯しており、

エンジン傾斜モード切替スイッチ1が

「手動」になっている

手動傾斜モードを解除する

(取扱説明書P.69「■手動エンジン傾斜のしかた」)

26. オレンジ(橙)ランプが

点滅している
本体が急斜面を走行中

傾斜警告発生中のため、注意して操作を行なう

ブザーも鳴っている場合は転倒の恐れが

あるため、その場所での作業は避ける

刈刃スイッチが「入」のままで

エンジン始動ボタンを押している

刈刃スイッチを「切」にして、刈刃用電動シリンダの

動作が止まってからエンジン始動ボタンを押す

(P.42「■エンジン始動のしかた」)

バッテリ残量計が1つだけ点灯している

走行を停止し、エンジンを始動させて

走行バッテリを充電する

(P.26「■バッテリ残量計」)

抜けあり

問題なし

破損あり

問題なし
異物あり

問題なし

破損あり

抜けあり

問題なし

破損あり

抜けあり

問題なし

問題なし

破損あり

3色全て

点灯

赤ランプが点滅している
現象「27. 赤ランプが点滅している」の流れに従い

対処する

はい

いいえ

赤ランプが点滅している
現象「27. 赤ランプが点滅している」の流れに従い

対処する

はい

いいえ

抜けあり

問題なし

はい

破損あり

問題なし

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

動作しない

電動シリンダを交換して動作を確認

(P.33「■刈高用シリンダの交換」)

問題なし

コントローラボックスの交換

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

動作しない
電動シリンダを交換して動作を確認

(P.34「■エンジン傾斜用シリンダの交換」)

問題なし

コントローラボックスの交換

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

別のプロポ送信機をリンクして刈高さ設定ダイヤルを

操作し、刈高用電動シリンダが動作するか確認する

(P.36「プロポ送信機の交換方法」)

動作しない

プロポ送信機の故障と考えられる

プロポ送信機の修理または交換を行なう

動作する
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トラブルの原因・対処 

 

[ 現象 ] [ チェック箇所・判定 ] [ 原因・対処 ]

27. 赤ランプが点滅している ブザーが連続して鳴る回数を確認

しばらく放置して、自動で解除されるか

赤ランプが連続して点滅する回数を確認

(下図「赤ランプの点滅パターン」参照)

P.44「状態パターン一覧表」からエラーコード1-1～1-24

の中でパターンが一致するものを探して対処する

P.44「状態パターン一覧表」からエラーコード2-1～2-11

の中でパターンが一致するものを探して対処する

P.44「状態パターン一覧表」からエラーコード3-1～3-4の

中でパターンが一致するものを探して対処する

P44.「状態パターン一覧表」からエラーコード4-1～4-4の

中でパターンが一致するものを探して対処する

P.44「状態パターン一覧表」からエラーコード5-1～5-4の

中でパターンが一致するものを探して対処する

28. 青ランプが消灯したまま 本機のバッテリ残量計、オイルランプが点灯しているか

電源ボタンを押して電源を入れる

電源が入らない場合は、

現象「1. 本体の電源が入らない」に従い対処する

プロポ送信機のモニタに画面が表示されているか
プロポ送信機の電源を入れる

(取扱説明書P.41「■電源の入れかた」)

本機から65m以上離れた場所から操作している 本機の青ランプが点灯するまで近づいてから操作する

電波状況の悪い場所での作業は避ける

29. 3色のランプが

全て点灯している(RJ700)
エンジン傾斜モード切替スイッチ2を操作した

エンジン傾斜モード切替スイッチ1が

「手動」になっている

エンジン傾斜モード切替スイッチ2を再度操作する

(反対方向にスイッチを入れる)

または3秒間放置する

エンジン傾斜モード切替スイッチ1を「自動」にして

3秒待つと消灯する

31. 本機のブザーが鳴っている オレンジ(橙)ランプが点滅している
現象「26. オレンジ(橙)ランプが点滅している」に従い

対処する

赤ランプが点滅している 現象「27. 赤ランプが点滅している」に従い対処する

現象「32.本機のブザーが鳴らない」に従い対処した後

ブザーが連続して鳴る回数を確認する

32. 本機のブザーが鳴らない ブザーのコネクタ(CN18)が抜けていないか

ブザーのコードまたは中継コードが破損していないか

コネクタを差し直す

破損部分の補修または交換を行なう

鳴らない

3回以下

解除されない

4回以上

1回

2回

3回

4回

5回

消えている

点灯している

消えている

表示している

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

抜けあり

破損あり

30. 3色のランプが

全て点灯している(RJ700-W)
エンジン傾斜モード切替ボタンを押したままにしている

エンジン傾斜モード切替スイッチが

「手動」になっている

エンジン傾斜モード切替ボタンから指を離す

エンジン傾斜モード切替スイッチを「自動」にして

3秒待つと消灯する

はい

いいえ

はい

3秒消灯

3秒消灯

3秒消灯

3秒消灯

3秒消灯

1回

2回

3回

4回

5回

赤ランプの点滅パターン

別のプロポ送信機をリンクして操作し、症状が改善され

たか確認する

(P.36「プロポ送信機の交換方法」)

動作しない

プロポ送信機の故障と考えられる

プロポ送信機の修理または交換を行なう

改善した
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トラブルの原因・対処 

 

[ 現象 ] [ チェック箇所・判定 ] [ 原因・対処 ]

34. オイルランプが

点灯している
エンジン動作中か エンジンを停止し、エンジンオイルを補給する

エンジン停止中は常時点灯するため、問題なし

33. バッテリ残量計が

点滅している
ブザーが鳴っているか

赤ランプが点滅しているか
現象「35. 3色のランプが点灯しない」に従い対処した後

現象「27. 赤ランプが点滅している」に従い対処する

35. 3色のランプが点灯しない ランプのコネクタが抜けていないか コネクタを差し直す

ランプのコードまたは中継コードが破損していないか 破損部分の補修または交換を行なう

ランプの交換

現象「32. 本機ブザーが鳴らない」に従い対処した後

赤ランプが点滅しているか確認する

現象「27. 赤ランプが点滅している」に従い対処する

36. 本機の電源が

勝手に切れた
プロポ送信機を操作せずに放置した

本機の電源を入れ直す

(プロポ送信機が10分以上操作されない場合は

自動で電源が切れる仕様となっている)

頻繁に走行が停止して操縦を受け付けなくなり、

青ランプが消灯していた

本機の電源を入れ直す

(電波障害などによりプロポ送信機との通信が断絶した

場合、自動で電源が切れる仕様となっている)

コントローラボックスの電源コネクタ(CN1)が抜けていな

いか(P.18「コネクタの場所と脱着方法」)
コネクタを差し直す

中継コードが破損していないか 破損部分の補修または交換を行なう

12Vバッテリの端子電圧が極端に低い(10V未満)

バッテリの充電を行う。

充電後も電圧が上がらない場合は交換

(P.26「バッテリの交換方法」)

12Vバッテリの接続端子が緩んでいないか 端子の固定ボルトをしっかりと締め直す

12Vバッテリの配線に破損がないか 破損部分の補修または交換を行なう

いいえ

はい
いいえ

はい

はい

いいえ

抜けあり

いいえ
破損あり

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

抜けあり

いいえ

破損あり

破損なし

緩みあり

緩みなし

破損あり

破損なし

はい

コントローラボックスの交換

(P.24「コントローラボックスの交換方法」)

いいえ

緊急停止スイッチのコネクタ(CN4)を抜いて、

スイッチの位置を「運転」にした状態で

スイッチ側コネクタ端子間の導通を確認
緊急停止スイッチを交換する

破損あり

破損なし

走行バッテリのヒューズ(80A)が切れていないか確認

ヒューズ周辺のコードに破損等ないことを確認し

ヒューズを交換する

(P.29「ヒューズの交換方法」)

切れて

いる

問題なし

高い段差を落ちるなどして、

本機に過大な衝撃がかかった

いいえ

本機の電源を入れ直す

高い段差(約50cm以上)を無理に下ろうとしない

(本機保護のため、本機に過大な衝撃がかかると、

自動で電源が切れる仕様となっている)

転倒しそうになった、または転倒した

いいえ

本機の電源を入れ直す

(本機保護のため、傾斜角度が70度を超えた場合、

自動で電源が切れる仕様となっている)

はい

はい

37. オートチョーク切替スイッチ

が効かない

オートチョーク切替スイッチコネクタ(CN33)を確認

P.18「コネクタの場所と脱着方法」
コネクタを差し直す

オートチョーク切替スイッチの配線を確認 破損部分の補修または交換を行なう

オートチョーク切替スイッチの交換

いいえ
破損あり

いいえ



－ 16 － 

   

 

 

 

 

 

 

開梱後、部品が揃っていること、傷等がないことを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １）エンジンカバー固定ピンが左右ともに取り付けされていることを確認してください。 

 

 ２）クローラのスプロケット、転輪部に異物が挟まっていないことを確認してください。 

 

 ３）本機の電源を入れて、バッテリ残量を確認してください。点灯しているランプが 

   2 個以下の場合は、エンジンを始動させて充電してください。 

   (取扱説明書 P.26 「■バッテリ残量計」) 

   (取扱説明書 P.42 「■エンジン始動のしかた」) 

 

 

 

 

 

 １）RJ700 付属のプロポ送信機には、工場出荷時にアンテナが 

付いていませんので、必ず同梱品のアンテナを取り付けて 

ください。 

アンテナを取り付けずに無線操作をすると通信距離が 

短くなったり、誤動作の原因になる場合があります。 

また、アンテナのねじが緩んでいた場合は、しっかりと 

締め直してください。 

 

 

 ２）プロポ送信機にバッテリが入っているか確認し、入っていない場合は取り付けてください。 

   (取扱説明書 P.38 「■プロポ送信機のバッテリ交換」) 

      

 ３）プロポ送信機のバッテリ電圧を確認してください。(取扱説明書 P.34「■モニタ」) 

   電圧が低い場合(6V 未満)は充電してください。 (取扱説明書 P.38「■プロポ送信機の充電」) 

 

 

Ｃ．納品時に行うこと 

同梱品の確認 

 ― 同梱品 ― 

●取扱説明書(本機・エンジン) ●保証書 

●愛用者カード 

●プロポ送信機本体   ●プロポ送信機用充電器 

●プロポ送信機アンテナ(※)  ●プロポ送信機取扱説明書 CD(※) 

●プロポカバー(※)   ●プロポカバー用ストラップ(※) 

●刈刃交換工具   ●プラグレンチ 

(※)RJ700-W には付属していません。 

本機の確認 

プロポ送信機の確認 

RJ700-W RJ700 
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 １）本機の電源を入れた後、プロポ送信機の電源を入れてください。 

   (取扱説明書 P.25 「■電源ボタン」) 

   (取扱説明書 P.31 「■電源スイッチ」)  ※RJ700 の場合 

   (取扱説明書 P.31 「■電源ボタン」)   ※RJ700-W の場合 

 

 ２）本機の青ランプが点灯することを確認してください。 

 

 ３）プロポ送信機のモニタ画面を表示し、角度の数字が 

表示されていることを確認してください。 

   (取扱説明書 P.34 「■モニタ」) 

 

 

 

 

 

 １）プロポ送信機の電源を入れてください。 

   (取扱説明書 P.31 「■電源スイッチ」)   ※RJ700 の場合 

   (取扱説明書 P.31 「■電源ボタン」)    ※RJ700-W の場合 

 

 ２）誤操作保護設定が有効になっていることを確認してください。 

以下の図のとおり表示されていれば、保護設定が有効になっています。 

   ※プロポのタイプにより画面表示が異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３）誤操作保護設定が無効になっている場合は、メーカーにご連絡ください。 

 

 

無線通信の確認 

誤操作保護設定の確認 

キーロック設定アイコンが 

表示されていること 

納品時に行うこと 

「EDIT ロック」が 

表示されていること 

RJ700-W の場合RJ700 の場合
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 メンテナンス、部品交換等でコネクタを脱着する場合は、以下の要領で行なってください。 

 

１．コネクタの場所 

コネクタ番号は、配線図を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コネクタの場所と脱着方法 

CN5 エンジン 

(ホックチューブ内) 

CN1 コントローラボックス電源 

CN9   オルタネータ信号 

CN10  オルタネータ温度センサ 

(オルタネータカバー内) 

CN28 オルタネータ 

CN27 走行バッテリ 

CN24 刈刃用電動シリンダ 

CN26 エンジン傾斜用電動シリンダ 

CN25 刈高用電動シリンダ CN32 左側走行モータ信号 

CN28 オルタネータ 

CN27 走行バッテリ 

CN31 左側走行モータ 

(コントローラボックス下) 

CN29 右側走行モータ 

(コントローラボックス下) 

Ｄ．点検整備と調整方法 

CN2 走行バッテリ通信用 

(コルゲートチューブ内) 

CN8 マグネットスイッ電源側 

CN6 マグネットスイッチ駆動用 

CN30 右側走行モータ信号 

CN11 シリンダ駆動関連 

CN12 12V 駆動関連 

CN33 オートチョーク 

切替スイッチ 

(チューブ内) 

CN24 刈刃用電動シリンダ 

CN26 エンジン傾斜用電動シリンダ 
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１．各コネクタの取り外し・取り付け 

■CN1(コントローラボックス電源コネクタ)  

１）オス側コネクタのツメ部分を引き上げながら、 

メス側コネクタを引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

２）取り付けは、ピンが曲がらないよう、 

メス側コネクタをカチッと音がするまで 

ゆっくり挿入します。 

 

 

 

 

■CN2(走行バッテリ通信コネクタ)  

 １）コネクタ接続部を覆っているコルゲートチューブを 

   外してください。 

 

２）オス側コネクタのツメ部分を押し下げながら、 

メス側コネクタを引き抜いてください。 

 

 

３）取り付けは、ピンが曲がらないよう、 

カチッと音がするまでゆっくり挿入します。 

   外したコルゲートチューブを元のとおりに 

   取り付けてください。 

  

 

■CN5(エンジン用コネクタ) 

１）ホックチューブを固定するリピートタイを外し、 

ホックチューブのスナップを外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オス側 

メス側 

オス側 

メス側 

ツメ部分を 

押し下げる 

リピートタイ(140mm) 

リピートタイ(200mm) 

※オイル注入口に固定 

リピートタイ(140mm) 

CN5 

点検整備と調整方法 

ホックチューブ 

ヒューズケース×3 
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２）オス側コネクタのツメ(両側 2か所)を 

同時に押さえながら引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

３）取り付けは、コネクタの形状が合うように向きを揃え、 

カチッと音がするまで差し込んでください。 

 

 

 

 

 

４）ヒューズケース(3 つ)と一緒にホックチューブを巻き付け、スナップで止めてください。 

 

５）ホックチューブをリピートタイで固定してください(計 3か所) 

 

 

■CN9(オルタネータ信号コネクタ) 

１）オルタネータカバーに固定されている 

コードを外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

２）ナット(M6)を外し、コードの丸端子を 

外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

３）オルタネータカバーを外します  

ボルト(M6)4 本を取り外してから 

カバーを上に引き上げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

リピートタイ(140mm) 2 本 

ナット(M6) 

ボルト(M6)×4 

CN9 

CN10 

点検整備と調整方法 

カバー取外し後 

オス側 

メス側 

コード 

コード 
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４）コネクタのツメ部分を押し下げながら、 

コネクタを引き抜いてください。 

 

 

５）取り付けは、コネクタの向きに注意して、 

カチッと音がするまで差し込みます。 

 

 

６）１）～３）の逆の手順でカバーとコードを取り付けてください。 

 

 

■CN10(オルタネータ温度センサコネクタ) 

１）CN9 の取り外し要領に従い、オルタネータカバーとコードを外してください。 

 

２）オス側コネクタのツメを引き上げながら、 

メス側コネクタを引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

３）取り付けは、ピンが曲がらないように 

カチッと音がするまでゆっくり差し込んでください。 

 

 

 

 

 

４）CN9 の取り付け要領に従い、オルタネータカバーとコードを取り付けてください。 

 

 

■CN11,CN12,CN30,CN32(コントローラボックス前側コネクタ) 

※図は CN30 の例ですが、他のコネクタも同様です。 

 

１）コネクタのツメ部分を押し下げながら 

引き抜いてください。 

 

 

 

２）取り付ける前には、メス側コネクタの 

防水パッキン(青色ゴム)のめくれ等がないか 

確認してください。 

 

３）コネクタのピンが曲がらないように気を付けながら、 

カチッと音がするまでゆっくり差し込んでください。 

防水パッキン 

（青色） 

点検整備と調整方法 

オス側 

メス側 

ツメ部分を押し下げる 

CN30 
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■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ) 

※図は CN25 の例ですが、他のコネクタも同様です。 

 

１）メス側コネクタの留め具を引き上げてください。 

 

２）両側のコネクタを持ち、オス側コネクタを 

引き抜いてください。 

※コード部分を持って引き抜かないでください。 

断線するおそれがあります。 

 

３）取り付け前には、両側コネクタのバンドに記載された 

番号が一致していることを確認してください。 

 

 

 

 

 

４）両側コネクタのガイド位置を合わせ(右図参照)、 

ゆっくりと差し込みます。 

 

 

 

 

５）留め具が閉まる程度まで 

しっかり差し込んでください(下図参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■CN27,CN28(走行バッテリ、オルタネータコネクタ) 

※図は CN27(青)の例ですが、CN28(赤)コネクタも同様です。 

 

１）コネクタの留め具を外してください。 

無理な力をかけて破損しないよう注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

良い例 悪い例 

オス側が留め具の中に 

収まっていない 

番号の一致を 

確認 

留め具 

点検整備と調整方法 

オス側 メス側 

ガイド部を合わせて差し込む 

留め具 
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２）両側コネクタをしっかり持って引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

３）取り付けはコネクタの向きに注意してしっかり奥まで 

差し込んだ後、留め具をセットしてください。 

 

 

■CN29,CN31(走行モータコネクタ) 

１）ケーブル側コネクタのねじ部を反時計方向に回し、 

コントローラボックス側から完全に外れるのを 

確認してください。 

 

 

２）ケーブル側コネクタを真っ直ぐ下に引き抜いてください。 

 

 

 

３）取り付けは、両側コネクタのガイド部(写真参照)を合わせ、 

ケーブル側コネクタをしっかり差し込んでから、 

ねじ部が回らなくなるまで時計回りに回して固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）ねじ部が空回りする場合は、コネクタが真っ直ぐ奥まで差し込みできていません。 

   コネクタの向きに注意してもう一度差し直してみてください。 

 

■CN33(オートチョーク切替スイッチコネクタ) 

 １）チューブの両端を止めているビニルテープをはがし、チューブからコネクタを出してください。 

 

 ２）オス側コネクタのツメ部分を押し下げながら 

メス側コネクタを引き抜いてください。 

 

３）取り付けは、ピンが曲がらないよう、 

カチッと音がするまでゆっくり挿入します。 

   コネクタをチューブの中に入れてから、 

  両端をテープでしっかり止めてください。 

 

ねじ部を 

反時計周りに回す 

ケーブル側 ボックス側 

ガイド部を合わせて差し込む 

点検整備と調整方法 

オス側 

メス側 
ツメ部分を押し下げる 
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１）本機の電源を切り、電源コネクタ(CN1)を抜いてください。 

(P.19「■CN1(コントローラボックス電源コネクタ」) 

 

２）コントローラボックスに接続されているコネクタを抜いてください。 

(P.19「■CN2(走行バッテリ通信コネクタ)」) 

(P.21「■CN11,CN12,CN30,CN32(コントローラボックス前側コネクタ)」) 

(P.22「■CN27,CN28(バッテリ、オルタネータパワーコネクタ)」) 

(P.23「■CN29,CN31(走行モータパワーコネクタ)」) 

 

３）メインハーネスを固定するリピートタイを 

外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）刈高用シリンダのケーブルを固定する 

リピートタイを外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５）左右のモータケーブルを固定しているリピートタイを外します。 

   また、スロットルワイヤを固定しているクランパも外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コントローラボックスの交換方法 

リピートタイ(140mm) 

計 2 本 

リピートタイ(200mm) 

計 4 本 

CN25 

刈高用シリンダ 

コネクタ 

スロットルワイヤ 

コントローラボックス下(左側) コントローラボックス前(右側) 

クランパ 

点検整備と調整方法 

リピートタイ(100mm) 

左側も同じ 

リピートタイ(100mm)計 2 本 

 

コントローラボックスの蓋に 

固定 
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 ６）コントローラトリツケ COMP をフレームに 

固定しているボルトを外してください。 

   (M8 ボルト 左右計 4本) 

 

 

 

 ７）コントローラボックスを真上に引き上げ、 

   メインハーネスが引っかからないよう注意して 

   横にずらしながら取り外してください。 

 

 

 ８）コントローラトリツケ COMP を固定している M8 ナット(左右各 4個)を緩め、 

コントローラボックスから取り外してください。 

 

 

 ９）コントローラボックスの取り付けは、 

上記 １）～８）を逆の手順で行なってください。 

ただし、３）のリピートタイ(200mm) 4 本は 

軽く結束しておいてください。 

 

 

 

 

    

１０）コントローラボックスの取り付け後、エンジンを左右いっぱいに傾斜させて、 

配線が無理に引っ張られないことを確認してください。 

(取扱説明書 P.69「■手動エンジン傾斜のしかた」) 

   確認後は、配線が動かないようにリピートタイ(200mm)をしっかり締めておいてください。 

    

 

 

コントローラボックス左側 

M8 ボルト 2 本 

右側も同様 

点検整備と調整方法 

コントローラ 

トリツケ COMP 

リピートタイ(200mm)計 4 本は 

取り付け時に軽く結束し、 

配線確認後に締め付けること 
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■12V バッテリの交換 

 

 １）本機の電源を切り、電源コネクタ(CN1)を抜いてください。 

(P.19「■CN1(コントローラボックス電源コネクタ」) 

 

２）12V バッテリの両接続端子を外してください。 

   (M6 ボルト、ナット) 

必ずマイナス端子から外し、端子は絶縁テープ等で 

絶縁しておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）バッテリの押さえ金具を固定している U ナット(M6)を 

外して、金具を上に引き上げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４）バッテリを上に引き上げながら 

取り出してください。 

   取り出しにくい場合は、 

走行バッテリの押さえ金具も外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５）バッテリの取り付けは、上記 １）～４）を逆の手順で行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

バッテリの交換方法 

点検整備と調整方法 

マイナス側端子 

U ナット 

(M6)×2 

プラス側端子 
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■走行バッテリの交換 

 

 １）本体の電源を切り、電源コネクタ(CN1)を抜いてください。 

(P.19「■CN1(コントローラボックス電源コネクタ」) 

 

 ２）作業中の接触によるショートを防ぐため、 

12V バッテリのマイナス接続端子を外し、 

絶縁テープ等で絶縁しておいてください。 

 

 ３）走行バッテリの信号コネクタ(CN2)と 

   パワーコネクタ(CN27,CN28)を抜いてください。 

(P.19「■CN2(走行バッテリ通信コネクタ)」) 

(P.23「■CN29,CN31(走行モータパワーコネクタ)」) 

 

 ４）走行バッテリの両接続端子を外してください。 

      外した後の端子は絶縁テープ等で絶縁して 

おいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５）走行バッテリの押さえ金具を固定している Uナット(M6)を 

外し、金具を上に引き上げて外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６）バッテリの通信コードを固定している 

リピートタイ(2 ヶ所)を外し、バッテリを 

上に引き上げながら取り出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リピートタイ(100mm) 
リピートタイ(100mm) 

バッテリ左側 バッテリ右側 

U ナット(M6)×2 

ボルト・ナット 

(M6)×2 

点検整備と調整方法 
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 ７）バッテリの取り付けは、上記 １）～６）を 

逆の手順で行ってください。 

   バッテリ端子を取り付ける際、＋端子と－端子を 

間違えないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 
■走行バッテリ交換後の廃却について 

 

  走行バッテリはリチウムイオン電池を使用しており、地方自治体により回収が 

禁止されている場合があります。 

  交換後の走行バッテリは、むやみに廃却せず、リチウムイオン電池を処理できる 

専門の産業廃棄物処理業者に依頼するか、あるいは弊社までお問い合わせください。 

 

プラス側 マイナス側 

点検整備と調整方法 
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１．ヒューズの場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ヒューズ(80A) 

 

 １）ヒューズのカバーを上に引き上げて 

外してください。 

 

 

 

 

 

 ２）ヒューズが切れていないか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３）切れていた場合は、配線に破損やショートなどの問題がないことを確認した上で 

   ヒューズを外して交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒューズ(80A) 

オルタネータ用 

ヒューズ(80A) 

走行バッテリ用 

ヒューズ(10A 2 個、20A) 

12V バッテリ、レギュレータ用 

切れていないか確認 

ヒューズの交換方法 

点検整備と調整方法 
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■ヒューズ(10A, 20A) 

 

 １）エンジン用コネクタ(CN5)の取り外し要領を参考に、 

ホックチューブを外してください。 

(P.19「■CN5(エンジン用コネクタ)」) 

 

 

 

 

 

 

 ２）ヒューズケースを開け、管ヒューズが 

切れていないか確認してください。 

切れていた場合は、配線に破損やショートなどの 

問題がないことを確認した上で交換してください。 

 

 

 

 

 

 ３）ヒューズの確認および交換後は、ヒューズケースをしっかり閉め、 

他のヒューズケースとエンジン用コネクタをホックチューブでまとめて閉じてから、 

リピートタイで固定してください。 

 

 

ヒューズ(10A)×2 

ヒューズ(20A) 

※線が太い(2.0sq) 

点検整備と調整方法 

切れていないか確認 
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１）コントローラボックスを外してください。 

(P.24「コントローラボックスの交換」) 

 

 ２）モータを固定しているボルト(M6×4 本)を外して、 

   ギヤボックスからモータを取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３）ギヤボックスとのジョイント部分のモータジョイント 

   （樹脂製スペーサ）をなくさないよう、気を付けて 

   取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４）取り付け時は、ギヤボックスのモータ軸にモータジョイントを被せ、 

   モータ軸の凹部とジョイントを合わせ、モータのコードを上向きにして 

   ボルト穴が一致するようにモータ側を動かしてください。 

   位置が決まったらボルトで固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）コントローラボックスを取り付けてください。 

    (P.24「コントローラボックスの交換」) 

モータの交換方法 

点検整備と調整方法 

モータ側を回して 

位置調整する 

M6 ボルト 2 本(上側) 

M6 ボルト 2 本(下側) 

モータジョイント 

モータ軸 
モータのコードは上向き 

モータジョイント 
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 シリンダを交換する際は下記の要領に従い、また設定の記憶操作を必ず行なってください。 

 

 ■各シリンダの場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■刈刃用シリンダの交換 

 

１）刈刃用シリンダコネクタ(CN24)を外してください。 

(P.22「CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

 

２）シリンダを固定しているピン(2 か所)を外して 

    シリンダを取り外してください。 

 

３）新しいシリンダをセットして 

    ピンで固定してください。 

 

４）シリンダのコネクタは接続せず、本機の電源を入れてください。 

    シリンダのリミットスイッチ異常(エラー番号 3-4)が出たのを確認してから 

    本機の電源を切ってください。(P.44「エラー一覧」) 

 

    ※シリンダを交換した場合、新しいシリンダの設定を本機に記憶させる必要があります。 

     上記の操作により、以前の設定をリセットし、新しく設定を行うための準備を行います。 

 

５）刈刃用シリンダコネクタ(CN24)を接続してください。 

(P.22「CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

 

６）本機の電源を入れて異常が出ないのを確認し、プロポ送信機の電源を入れてください。 

    (取扱説明書 P.41「■電源の入れかた」) 

 

７）刈刃スイッチを「入」にして、刈刃用シリンダが止まるまで待ってください。 

    止まったのを確認してから、刈刃スイッチを「切」にして、 

    刈刃用シリンダが止まるまで待ってください。 

 

    ※上記の操作により、新しいシリンダの設定が記憶されます。 

シリンダの交換方法 

点検整備と調整方法 

固定ピン(2 か所) 

本機左側 本機右側 

刈高用シリンダ エンジン傾斜用シリンダ 

刈刃用シリンダ 



― 33 ― 

 

 ■刈高用シリンダの交換 

 

１）刈高用シリンダコネクタ(CN25)を外してください。 

(P.22「CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

 

  ２）シリンダを固定しているピン(2 か所)を外して 

    シリンダを取り外してください。 

       ピンを取り外す際は、安全のため刈刃カバーの下に 

木材等を敷いた上で、カリタカサクドウジク COMP の 

左端に対辺 17 のスパナを掛け、刈取部を持ち上げる 

方向に回すとピンが抜きやすくなります。 

 

３）新しいシリンダをセットして 

    ピンで固定してください。 

 

  ４）シリンダのコネクタは接続せず、本機の電源を入れてください。 

    シリンダのリミットスイッチ異常(エラー番号 4-4)が出たのを確認してから 

    本機の電源を切ってください。 (P.44「エラー一覧」) 

 

    ※シリンダを交換した場合、新しいシリンダの設定を本機に記憶させる必要があります。 

     上記の操作により、以前の設定をリセットし、新しく設定を行うための準備を行います。 

 

５）刈高用シリンダコネクタ(CN25)を接続してください。 

(P.22「CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

 

  ６）本機の電源を入れて異常が出ないのを確認し、プロポ送信機の電源を入れてください。 

       (取扱説明書 P.41「■電源の入れかた」) 

    刈刃カバーが動き出すことがありますので、手など触れないようにしてください。 

 

  ７）刈高さ設定ダイヤルを「高」の位置にして、刈高用シリンダが止まるまで待ってください。 

    止まったのを確認してから、刈高さ設定ダイヤルを「低」にして、 

    刈高用シリンダが止まるまで待ってください。 

 

    ※上記の操作により、新しいシリンダの設定が記憶されます。 

 

点検整備と調整方法 

固定ピン(2 か所) 

カリタカサクドウジク COMP 左端 
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 ■エンジン傾斜用シリンダの交換 

 

１）エンジン傾斜用シリンダコネクタ(CN26)を外してください。 

(P.22「CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

 

  ２）シリンダを固定しているピン(2 か所)を外して 

    シリンダを取り外してください。 

       ピンを取り外す際には、安全のためエンジンベースの下に 

木材等を敷いて動かないようにしてください。 

シリンダを取り外した際に、ガスダンパーの力で 

エンジンベースが右に傾斜するため、間に挟まれて 

けがをするおそれがあります。 

 

  ３）新しいシリンダをセットして 

ピンで固定してください。 

 

  ４）シリンダのコネクタは接続せず、本機の電源を入れてください。 

    シリンダのリミットスイッチ異常(エラー番号 5-4)が出たのを確認してから 

    本機の電源を切ってください。(P.44「エラー一覧」) 

 

    ※シリンダを交換した場合、新しいシリンダの設定を本機に記憶させる必要があります。 

     上記の操作により、以前の設定をリセットし、新しく設定を行うための準備を行います。 

 

５）エンジン傾斜用シリンダコネクタ(CN26)を接続してください。 

(P.22「CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

 

  ６）本機の電源を入れて異常が出ないのを確認し、プロポ送信機の電源を入れてください。 

(取扱説明書 P.41「■電源の入れかた」) 

    エンジンベースが動き始めますので、エンジンベース付近には 

近づかないようにして、止まるまでお待ちください。 

 

  ７）エンジン傾斜モードを「手動」に切り替えてください。 

    (取扱説明書 P.69 「■手動エンジン傾斜のしかた」) 

エンジン傾斜スイッチを「左」にして、エンジン傾斜が止まるまでお待ちください。 

    傾斜が止まったら、エンジン傾斜スイッチを「右」にして、 

エンジン傾斜が止まるまでお待ちください。 

 

    ※上記の操作により、新しいシリンダの設定が記憶されます。 

 

  ８）エンジン傾斜モードを「自動」に切り替えて、 

エンジンが水平状態になるのを確認してください。 

 

点検整備と調整方法 

固定ピン(2 か所) 
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 １）オルタネータ Vベルトを外してください。 

(取扱説明書 P.82「■オルタネータ Vベルトの交換」) 

 

 

２）本書 P.18「コネクタの場所と脱着方法」の手順に従って 

オルタネータカバーを外し、CN9 と CN10 を外してください。 

   また、オルタネータ側面のプラスねじを外し、温度センサも 

   取り外してください。 

 

 

 

 

 ３）アース線を固定しているボルト(M6)を外してください。  

 

 

 

 

 

 

 ４）オルタネータの固定ボルト(M8)を外してください。 

 

 

 

 

 

 

 ５）オルタネータ固定ピンを止めているヘアーピンを外し、 

   ピンを引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 ６）オルタネータのピン取り付け部を横にずらしてから、 

上に引き上げるようにして取り外してください。 

 

 

 

 

 ７）オルタネータ交換後、上記１）～６）の逆の手順で 

   取り付け作業を行ってください。 

オルタネータの交換方法 

点検整備と調整方法 

固定ピン 

ヘアーピン 

固定ボルト(M8) 

アース線固定ボルト

(M6) 

温度センサ取付け部 

(プラスねじ) 
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 プロポ送信機の故障等により交換する場合は、下記の要領に従ってプロポ送信機と本機の 

リンク操作を行ってください。 

 製品型式により、プロポ送信機の操作が異なります。 

 

■RJ700 付属プロポ送信機の場合 

 

１．リンク操作前の準備 

１）プロポ送信機のアンテナが取り付けられているか確認してください。 

    (本書 P.16「プロポ送信機の確認」) 

 

２）プロポ送信機のバッテリが入っていなければ取り付けてください。 

      (取扱説明書 P.38「■プロポ送信機のバッテリ交換」) 

 

２．リンク操作 

１）本機の電源が入っている場合は一旦切ってください。 

      (取扱説明書 P.42「■電源の切りかた」) 

 

２）プロポ送信機の電源を入れて、電波通信のロックを解除してください。 

(取扱説明書 P.31「■電源スイッチ」) 

 

３）プロポ送信機の画面切替ボタン左、またはタッチセンサーの「S1」を 

約 1秒間タッチし続けて、キーロック設定を解除してください。 

 

 

 

４）キーロック設定を解除してから 1秒以内に 

タッチセンサーの「LNK」を 2回タッチして、 

リンケージメニュー画面を呼び出します。 

   1 秒以上経過すると、再びキーロック設定が有効になりますので 

   解除操作をやり直してください。 

 

 

５）タッチセンサーの外周を時計回りになぞり(以降スクロール操作と呼びます)、 

カーソルを「システム」に合わせて「RTN」をタッチしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロポ送信機の交換方法 

スクロール操作 

1 回タッチ 

2 回タッチ 

点検整備と調整方法 

約 1 秒間タッチ 
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６）タッチセンサーをスクロール操作してカーソルを「リンク」に合わせ、 

「RTN」をタッチすると約 5秒間アラームが鳴り、リンク待ち状態になりますので 

その間に本機の電源ボタンを長押しして電源を入れてください。 

 

 

 

 

 

７）リンク操作が完了すると、本機の青ランプが点灯します。 

   点灯しない場合は、上記 １）～５）の操作をやり直してください。 

 

 

３．リンク操作後の確認 

１）本機の電源を入れた後、プロポ送信機の電源を入れて 

電波通信のロックを解除してください。 

(取扱説明書 P.31「■電源スイッチ」) 

 

 ２）プロポ送信機の画面切替ボタン左を 1回押して、 

テレメトリーモニタ画面を開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 ３）角度およびエラー番号の欄に数値が表示されていることを確認してください。 

   表示されていない場合は、リンク操作に失敗していますので 

「２．リンク操作」の手順をやり直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面切替ボタン左 

リンク中に 

本機の電源を入れる 

リンク失敗時 リンク成功時 

数値が表示 

されていない 

点検整備と調整方法 
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■RJ700-W 付属プロポ送信機の場合 

 

１．リンク操作前の準備 

１）プロポ送信機のアンテナが取り付けられているか確認してください。 

 

２）プロポ送信機のバッテリが入っていなければ取り付けてください。 

 

 

２．リンク操作 

１）本機の電源が入っている場合は一旦切ってください。 

 

２）プロポ送信機の電源を入れてください。 

 

３）キーロック解除ボタン(S1)を約 1秒間押し続けて、 

キーロック設定を解除してください。 

    

 

 

４）キーロック設定を解除してから 1秒以内に、 

エディットダイヤルを時計回りに回転させ(以降スクロール操作と呼びます)、 

カーソルを「FASSTest18」に合わせてダイヤルの中心を押してください。 

1 秒以上経過すると、再びキーロック設定が有効になりますので 

   ３）の解除操作をやり直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）エディットダイヤルをスクロール操作してカーソルを「レシーバーID」の項目に合わせ、 

ダイヤルを押し下げると約 5秒間アラームが鳴り、リンク待ち状態になりますので 

その間に本機の電源ボタンを長押しして電源を入れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

６）リンク操作が完了すると、本機の青ランプが点灯します。 

   点灯しない場合は、上記 １）～５）の操作をやり直してください。 

 

 

スクロール操作 上から押す 

リンク中に 

本機の電源を入れる 

点検整備と調整方法 

長押し 
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３．リンク操作後の確認 

 

 １）本機の電源を入れて、プロポ送信機の電源を入れてください。 

 

 ２）プロポ送信機の画面切替ボタンを 1回押して、 

テレメトリーモニタ画面を開いてください。 

 

 

 

 

 

 ３）角度およびエラー番号の欄に数値が表示されていることを確認してください。 

   表示されていない場合は、リンク操作に失敗していますので 

「２．リンク操作」の手順をやり直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンク失敗時 リンク成功時 

数値が表示 

されていない 

点検整備と調整方法 

画面切替ボタン 
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 プロポ送信機のジョイスティックの中立位置を確認し、ずれが大きくなった場合は、 

下記の要領で調整を行ってください。 

 

■RJ700 付属プロポ送信機の場合 

 

１．ジョイスティックの中立位置確認 

１）プロポ送信機の電源を入れて、電波通信のロックを解除してください。 

(取扱説明書 P.31「■電源スイッチ」) 

 

２）タッチセンサーの「S1」を 1秒以上タッチし続けて、 

   キーロック設定を解除してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）キーロックを解除してから 1秒以内に 

画面切替ボタン右を押して、サーボモニタ画面を呼び出します。 

1 秒以上経過すると、再びキーロック設定が有効になりますので 

    解除操作をやり直してください。 

 

 

 

 

４）左右のスティックから手を離した状態で、2番と 3番の数値が 

0 であることを確認してください。 

0 でない場合は、サブトリムの調整が必要です。 

 

 

 

 

 

プロポ送信機の中立位置調整方法 

画面切替ボタン右 

0 であることを確認 

点検整備と調整方法 

1 秒以上タッチ 

キーロック設定アイコンが 

消えるのを確認 
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２．サブトリムの調整 

１）前ページ「１．ジョイスティックの中立位置確認」の２）に従い 

キーロック設定を解除した後、1秒以内にタッチセンサーの 

「LNK」を 2回タッチして、リンケージメニュー画面を呼び出します。 

1 秒以上経過すると、再びキーロック設定が有効になりますので 

    解除操作をやり直してください。 

 

２）タッチセンサーの外周を時計回りになぞり(スクロール操作と呼びます)、 

カーソルを「サブトリム」に合わせて「RTN」をタッチしてください。 

 

 

 

 

 

 

３）タッチセンサーをスクロール操作してカーソルを「2ELE」または「3THR」に合わせ、 

「RTN」をタッチするとデータ入力可能になりますので、 

さらにスクロール操作で数値を変更してください。 

(サーボモニタ画面の数値を-1 する場合、サブトリムの数値は-7 を目安に変更してください) 

再度「RTN」をタッチすると、データ入力完了です。 

 

 

 

 

 

 

４）調整が終わったら、画面切替ボタン右を 1回押してサーボモニタ画面に戻ります。 

左右のスティックから手を離した状態で、2番と 3番の数値が 0になることを確認してください。 

    0 にならない場合は、画面切替ボタン左を押すとサブトリム画面に戻りますので 

上記 ３）の要領で再度数値を変更してください。 

 

 

上記の手順で調整できないときは、プロポ送信機の操作部分が故障している場合がありますので 

プロポ送信機の修理交換を検討してください。 

 

 

2 回タッチ 

スクロール操作 

1 回タッチ 

スクロール操作で変更 

点検整備と調整方法 
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■RJ700-W 付属プロポ送信機の場合 

 

１．ジョイスティックの中立位置確認 

１）キーロック解除ボタン(S1)を 1 秒以上押し続けて、キーロック設定を解除してください。 

 

 

 

 

 

 

 

２）キーロック設定を解除してから 1秒以内に 

画面切替ボタン 2(U.MENU/MON.)を押してサーボモニタ画面を呼び出します。 

1 秒以上経過すると、再びキーロック設定が有効になりますので 

    解除操作をやり直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）左右のスティックから手を離した状態で、 

2 番(THR)と 3 番(AI2)の数値が 0であることを 

確認してください。 

0 でない場合は、サブトリムの調整が必要です。 

 

 

0 でなければ 

調整が必要 

点検整備と調整方法 

画面切替ボタン 2 

(U.MENU/MON.) 

1 秒以上押す 

ロック表示部分が 

変わるのを確認 

サーボモニタ画面 
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２．サブトリムの調整 

 

１）前ページ「１．ジョイスティックの中立位置確認」の２）に従ってキーロック設定を解除した後、 

   1 秒以内にエディットダイヤルを時計回りに回転させ(以降スクロール操作と呼びます)、 

カーソルを「リンケージ」に合わせてダイヤルの中央を押してください。 

1 秒以上経過した場合は、再びキーロック設定が有効になりますので 

解除操作をやり直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）リンケージメニュー画面では、 

エディットダイヤルをスクロール操作して 

カーソルを「サブトリム」に合わせてから 

   ダイヤルを押し下げてください。 

  

 

３）エディットダイヤルをスクロール操作してカーソルを「2スロットル」または 

「3エルロン 2」に合わせ、ダイヤルを押すとデータ入力可能になりますので、 

さらにスクロール操作で数値を変更してください。 

(サーボモニタ画面の数値を-1 する場合、サブトリムの数値は-7 を目安に変更してください) 

再度ダイヤルを押すと、データ入力完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

４）調整が終わったら、画面切替ボタン 2(U.MENU/MON.)を 1 回押すとサーボモニタ画面に戻ります。 

2 番と 3番の数値が 0になることを確認してください。 

    0 にならない場合は、画面切替ボタンを押すとサブトリム画面に戻りますので 

上記 ３）の要領で再度数値を変更してください。 

 

 

上記の手順で調整できないときは、プロポ送信機の操作部分が故障している場合がありますので 

プロポ送信機の修理交換を検討してください。 

 

 

スクロール操作で変更 

スクロール操作 

点検整備と調整方法 

ダイヤル中央を押す 
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 本機動作中に警告または異常状態が発生した場合、ランプの点滅とブザー音で知らせます。 

状態の種別は、バッテリ残量計とランプの点灯パターン組み合わせ、またはプロポ送信機に表示される 

警報・エラー番号で判別することができます。 

(取扱説明書 P.109「■警報・エラーの発生と対処のしかた」) 

 

 同時に複数のエラーが発生している場合、最も深刻な状態のものを優先して表示します。 

深刻度が同じ場合は、直近で発生したものを優先します。 

 

<状態パターン一覧表> 

エラー 

コード 
異常内容 

バッテリ残量計 

点滅状態 
(●：点滅、○：消灯) 

ランプ 

(点灯回数) 

警報・エラー

番号(※) 

0- 1 傾斜警告 変化なし オレンジ(繰返し) 1.0  

0- 2 急傾斜警告 変化なし オレンジ(繰返し) 2.0  

0- 3 走行バッテリ過電圧警告 変化なし 点灯なし 3.0  

0- 4 走行バッテリ過電圧警告 2 変化なし 点灯なし 4.0  

0- 5 走行バッテリ充電過多警告 変化なし 点灯なし 5.0  

0- 6 走行バッテリ放電過多警告 変化なし オレンジ(繰返し) 6.0  

0- 7 エンジン始動時刈刃 ON 警告 変化なし オレンジ(繰返し) 7.0  

0-11 プロポ送信機通信回復待ち警告 変化なし 青ランプ消灯 11.0  

1- 1 前回終了異常 ●○○○○ 

赤ランプ 

1 回点滅 

1.1  

1- 2 12V バッテリ過電圧異常 ○●○○○ 2.1  

1- 3 12V バッテリ低電圧異常 ●●○○○ 3.1  

1- 4 走行バッテリ過電圧異常 ○○●○○ 4.1  

1- 5 走行バッテリ低電圧異常 ●○●○○ 5.1  

1- 6 モータ電圧過電圧異常 ○●●○○ 6.1  

1- 7 モータ電圧低電圧異常 ●●●○○ 7.1  

1- 8 オルタネータ過熱異常 ○○○●○ 8.1  

1- 9 放電抵抗過熱異常 ●○○●○ 9.1  

1-11 右側モータ過熱異常 ●●○●○ 11.1  

1-12 左側モータ過熱異常 ○○●●○ 12.1  

1-13 CAN 通信異常 ●○●●○ 13.1  

1-14 受信機通信異常 ○●●●○ 14.1  

1-15 危険角度異常 消灯(電源 OFF) 点灯なし なし 

1-17 加速度センサー異常 ●○○○● 

赤ランプ 

1 回点滅 

17.1  

1-18 EEPROM データ異常 ○●○○● 18.1  

1-19 EEPROM 故障 ●●○○● 19.1  

1-20 EEPROM 未初期化 ○○●○● 20.1  

1-21 
コントローラボックス内温度 

過熱異常 
●○●○● 21.1  

1-22 オルタネータ温度センサ断線 ○●●○● 22.1  

1-23 左側モータ温度センサ断線 ●●●○● 23.1  

1-24 右側モータ温度センサ断線 ○○○●● 24.1  

     

エラー 一覧 

Ｅ．エラー別対処方法 
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エラー 

コード 
異常内容 

バッテリ残量計 

点滅状態 
(●：点滅、○：消灯) 

ランプ 

(点灯回数) 

警報・エラー

番号(※) 

2- 1 走行バッテリ過電圧異常 ●○○○○ 

赤ランプ 

2 回点滅 

1.2  

2- 2 走行バッテリ低電圧異常 ○●○○○ 2.2  

2- 3 走行バッテリ電圧バランス異常 ●●○○○ 3.2  

2- 4 走行バッテリ充電過電流異常 ○○●○○ 4.2  

2- 5 走行バッテリ放電過電流異常 ●○●○○ 5.2  

2- 6 走行バッテリ温度異常 ○●●○○ 6.2  

2- 7 走行バッテリ温度許容外異常 ●●●○○ 7.2  

2- 8 走行バッテリモジュール故障 ○○○●○ 8.2  

2- 9 走行バッテリ永久異常 ●○○●○ 9.2  

2-10 走行バッテリ起動異常 ○●○●○ 10.2  

2-11 走行バッテリ接続異常 ●●○●○ 11.2  

3- 1 
刈刃用電動シリンダ 

駆動異常 
●○○○○ 

赤ランプ 

3 回点滅 

1.3  

3- 2 
刈刃用電動シリンダ 

ロック検出異常 
○●○○○ 2.3  

3- 3 
刈刃用電動シリンダ 

動作時間リミット異常 
●●○○○ 3.3  

3- 4 
刈刃用電動シリンダ 

リミットスイッチ異常 
○○●○○ 4.3  

4- 1 
刈高用電動シリンダ 

駆動異常 
●○○○○ 

赤ランプ 

4 回点滅 

1.4  

4- 2 
刈高用電動シリンダ 

ロック検出異常 
○●○○○ 2.4  

4- 3 
刈高用電動シリンダ 

動作時間リミット異常 
●●○○○ 3.4  

4- 4 
刈高用電動シリンダ 

リミットスイッチ異常 
○○●○○ 4.4  

5- 1 
エンジン傾斜用電動シリンダ 

駆動異常 
●○○○○ 

赤ランプ 

5 回点滅 

1.5  

5- 2 
エンジン傾斜用電動シリンダ 

ロック検出異常 
○●○○○ 2.5  

5- 3 
エンジン傾斜用電動シリンダ 

動作時間リミット異常 
●●○○○ 3.5  

5- 4 
エンジン傾斜用電動シリンダ 

リミットスイッチ異常 
○○●○○ 4.5  

 

(※)警報・エラー番号の表示場所はプロポのタイプにより異なりますので、取扱説明書をご確認ください。 

 (取扱説明書 P.109「●警報・エラー番号の確認のしかた」) 

 

エラー別対処方法 
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[0 – 1] 傾斜警告 

●症状 

  左右 40 度以上または前後 40 度以上の傾斜状態を 3秒以上継続して検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機のオレンジ(橙)ランプが点滅します。 

 

●対処方法 

  1) 斜面を垂直移動中に警告が出た場合は、直ちにエンジンを停止し、場所を移動させてください。 

    使用可能な最大傾斜は、前後 25 度以下です。 

    (取扱説明書 P.52「(1)ラジコン操作のポイント」) 

  2) 左右傾斜は 45 度まで使用可能ですが、地面の状態により転倒などのおそれがありますので 

    警告が出た場所では走行速度を落とし、注意して作業を行ってください。 

 

 

[0 – 2] 急傾斜警告 

●症状 

  左右 45 度以上または前後 45 度以上の傾斜状態を 3秒以上継続して検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機のオレンジ(橙)ランプが高速で点滅します。(0.3 秒周期) 

   ・ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

 

●対処方法 

  1) 直ちにエンジンを停止し、安全な場所に移動させてください。 

    使用可能な最大傾斜は、左右 45 度以下、前後 25 度以下です。 

    (取扱説明書 P.52「(1)ラジコン操作のポイント」) 

  2) 転倒・スリップなどにより、本機やその周囲に危険を及ぼすおそれがありますので 

    急傾斜警告が出る場所では作業を行わないでください。 

 

 

[0 – 3] 走行バッテリ過電圧警告 

●症状 

  走行バッテリ内蔵のコントローラが、過電圧状態(約 29.7V)を検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・オルタネータの充電が停止します。 

   ・プロポ送信機には番号が表示されますが、本機のランプやブザーによる通知はありません。 

 

●対処方法 

  1) 走行バッテリ電圧が約 28V になると警告が解除されます。 

作業を継続しても問題ありませんが、急な下り坂を走行すると発生する場合があります。 

その際は安全のため、速度を落として走行してください。 

エラー別対処方法 

 

0.警告全般 
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[0 - 4] 走行バッテリ過電圧警告 2 

●症状 

  走行バッテリ電圧が過電圧状態(28.6V 以上)になっているのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・オルタネータの充電が停止します。 

   ・プロポ送信機には番号が表示されますが、本機のランプやブザーによる通知はありません。 

 

●対処方法 

  1) 走行バッテリ電圧が 26V 以下になると警告が解除されます。 

作業を継続しても問題ありませんが、急な下り坂を走行すると発生する場合があります。 

その際は安全のため、速度を落として走行してください。 

     

 

[0 – 5] 走行バッテリ充電過多警告 

●症状 

  走行バッテリの充電量が上限(95%)に達しています。 

 

●発生時の動作 

  ・オルタネータの充電が停止します。 

   ・プロポ送信機には番号が表示されますが、本機のランプやブザーによる通知はありません。 

 

●対処方法 

  1) 作業はそのまま継続しても問題ありません。 

    走行バッテリの残量が 90%以下になると警告が解除されます。 

  2) 走行バッテリを過充電または過放電状態にすると、バッテリ劣化の原因になるため、 

    充電量を最大 95%に制限し、バッテリを保護しています。 

 

 

[0 – 6] 走行バッテリ放電過多警告 

●症状 

  走行バッテリの残量が 10%以下になっています。 

 

●発生時の動作 

  ・本機のオレンジ(橙)ランプが点滅します。 

   ・ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

 

●対処方法 

  1) エンジンをスタートさせ、走行バッテリの充電を開始してください。 

    走行バッテリの残量が 15%以上になると警報が解除されます。 

   2) 警報発生中でも走行は可能ですが、走行バッテリを過放電状態で放置すると 

    バッテリ劣化の原因になり、寿命が短くなるおそれがあります。 

    作業終了後はバッテリ残量が 36%～55%(残量計 3個点灯)になるまで充電を行ってください。 

    (取扱説明書 P.98「●走行バッテリ」) 

 

エラー別対処方法 
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[0 – 7] エンジン始動時刈刃 ON 警告 

●症状 

  プロポ送信機の刈刃スイッチが「入」の位置でエンジン始動ボタンを押しています。 

 

●発生時の動作 

  ・本機のオレンジ(橙)ランプが点滅します。 

   ・ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

 

●対処方法 

  1) エンジン始動ボタンから指を離し、刈刃スイッチを「切」の位置にします。 

    刈刃クラッチシリンダの動作が止まったのを確認してから、エンジン始動ボタンを押してください。 

 

 

[0 – 11] プロポ送信機通信回復待ち警告 

●症状 

  プロポ送信機と本機との通信状態が不安定になっています。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の青ランプが消灯します。 

  ・警告発生中は走行することができません。 

 

●対処方法 

  1) 本機とプロポ送信機の間に障害物がないことを確認してください。 

  2) 本機との距離が離れている場合は、青ランプが点灯する距離まで近づいてください。 

      (取扱説明書 P.6「使用上のポイント（１２）」) 

  3) 本機が電波を受信しやすい方向(本体後方)に移動し、プロポ送信機のアンテナを本機に 

向けてください。 

  4) プロポ送信機のアンテナは 90 度に折り曲げた状態で使用してください。 

       (取扱説明書 P.33「■プロポ送受信アンテナ」) 

  5) 本機に十分近づいていても、作業場所によっては他の無線装置等からの電波による影響で、 

    通信状態が不安定になる場合もあります。 

    誤作動の原因になりますので、警告が頻繁に発生する場所での作業は避けてください。 

エラー別対処方法 

 



― 49 ― 

 

 

 

 

[1 – 1] 前回終了異常 

●症状 

  ・本体の起動時に、前回の終了処理が正しく行われていなかったのを検知しました。 

  ・プロポ送信機の電源 OFF、または緊急停止ボタン以外での終了が行われた場合に発生します。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができません。 

  ・エンジン始動することができません。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 電源コネクタ(CN1)の接続を確認し、接触不良や断線等ないか確認してください。 

      (P.19「■CN1(コントローラボックス電源コネクタ)」) 

  2) ヒューズ(10A)が切れている場合は交換してください。 

      (P.29「ヒューズの交換方法」) 

   3) 12V バッテリの電圧が極端に低下していないか(10V 未満)確認してください。 

   4) 12V バッテリの接続端子に緩みがないか確認してください。 

  5) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、 

電源を入れ直してください。 

  6) 異常が頻繁に発生する場合は、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[1 – 2] 12V バッテリ過電圧異常 

●症状 

  12V バッテリが過電圧状態(15V 以上)になっているのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・エンジンは停止し、始動できなくなります。 

 

●対処方法 

  1) 12V バッテリの電圧が 13V 以下になると異常状態が解除されます。 

    エンジンを停止して作業を中止し、本機の電源が入った状態でしばらく放置してください。 

   2) 頻繁に発生する場合、12V バッテリが劣化していないか、またレギュレータの出力電圧等に 

異常がないかを確認し、交換等を行ってください。 

  3) 以上で症状が改善しない場合は、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

エラー別対処方法 

 

1.コントローラボックスの異常 
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[1 – 3] 12V バッテリ低電圧異常 

●症状 

  12V バッテリが低電圧状態(10V 以下)になっているのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

 

●対処方法 

  1) 12V バッテリが 11.5V 以上になると異常状態が解除されます。 

    エンジンが停止している場合は、エンジンを始動させて 12V バッテリを充電してください。 

  2) 充電されない場合、エンジンコネクタ(CN5)の接続を確認し、接触不良や断線等ないか 

確認してください。 

      (P.19「■CN(エンジン用コネクタ)」) 

   3) ヒューズ(20A)が切れていないか、12V バッテリ接続端子に緩みがないか確認してください。 

      (P.29「ヒューズの交換方法」) 

  4) エンジン始動前後で、12V バッテリ電圧が上昇しない場合はレギュレータを交換してください。 

 

 

[1 – 4] 走行バッテリ過電圧異常 

●症状 

  走行バッテリが過電圧状態(32V 以上)になっているのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 走行バッテリが 28V 以下になると異常状態が解除されます。 

    作業を中止し、電圧が低下するまで放置してください。 

   2) 異常が頻繁に発生する場合、オルタネータの出力電圧を確認し、常時 29V を超えている場合は 

交換等を行ってください。 

(P.35「オルタネータの交換方法」) 

3) 以上で症状が改善しない場合は、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

エラー別対処方法 
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[1 – 5] 走行バッテリ低電圧異常 

●症状 

  ・走行バッテリが低電圧状態(16.5V 以下)になっているのを検知しました。 

  ・電源ラインの断線により発生します。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 本機の電源が入った状態で走行バッテリの端子電圧を測定し、電圧が出力されているか 

確認してください。電圧が出力されていない場合、走行バッテリ通信コネクタ(CN2)の 

接続を確認し、電源を入れなおしてください。 

      (P.19「■CN2(走行バッテリ通信コネクタ)」) 

  2) 走行バッテリの接続端子に緩みがないこと、接続線が断線していないことを確認してください。 

  3) エンジンを始動させて充電を行ってください。充電中に電圧が上昇しない場合は 

    オルタネータを交換してください。 

  4) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、 

電源を入れ直してください。 

   5) 異常が頻繁に発生する場合、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[1 – 6] モータ電圧過電圧異常 

●症状 

  モータ電圧が過電圧状態(32V 以上)になっているのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) モータ電圧が 28V 以下になると異常状態が解除されます。 

    作業を中止し、電圧が低下するまで放置してください。 

  2) 急な下り坂を走行すると発生する場合がありますので、速度を落として走行してください。 

   3) 異常が頻繁に発生する場合、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

エラー別対処方法 
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[1 – 7] モータ電圧低電圧異常 

●症状 

  ・モータ電圧が低電圧状態(16.5V 以下)になっているのを検知しました。 

  ・断線やコントローラボックス内のメインリレーの故障により、走行バッテリからの電源供給が 

断たれた場合に発生します。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 本機の電源が入った状態で走行バッテリの端子電圧を測定し、電圧が出力されているか 

    確認してください。電圧が出力されていない場合、走行バッテリ通信コネクタ(CN2)の 

接続を確認し、電源を入れなおしてください。 

       (P.19「■CN2(走行バッテリ通信コネクタ)」) 

  2) 走行バッテリの接続端子に緩みがないこと、接続線が断線していないことを確認してください。 

  3) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、電源を 

入れ直してください。 

  4) エンジンを始動させ、充電を行ってください。充電中に電圧が上昇しない場合は 

    オルタネータを交換してください。 

   5) 異常が頻繁に発生する場合、コントローラボックスを交換してください。 

       (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[1 – 8] オルタネータ過熱異常 

●症状 

  ・オルタネータが過熱状態(120℃以上)になっているのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

 

●対処方法 

  1) オルタネータ温度が 70℃以下になると異常が解除されます。 

    本機を日陰等の涼しい場所に移動させ、しばらく放置してください。 

 

エラー別対処方法 
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[1 – 9] 放電抵抗過熱異常 

●症状 

  コントローラボックス内の放電抵抗温度が過熱状態(80℃以上)になっているのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

 

●対処方法 

  1) 放電抵抗の温度が 60℃以下になると異常が解除されます。 

    作業を中断して、しばらく放置してください。 

  2) 急な斜面を垂直に上り下りを繰り返した時に発生する場合があります。 

    なるべく斜面に対して斜めに移動するようにしてください。 

 

 

[1 – 11] 右側モータ過熱異常 

●症状 

  右側モータ温度が過熱状態(95℃以上)になっているのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

 

●対処方法 

  1) 右側モータの温度が 65℃以下になると異常が解除されます。 

    作業を中断して、しばらく放置してください。 

  2) 緊急で移動させる必要がある場合、電源を入れなおすことで 

    短時間走行させることができます。 

  3) 斜面を等高線刈りする際に、本機が右下がりの状態で長時間連続走行すると 

    右側のモータに負担が掛かり、温度が上がりやすくなります。 

    定期的に左右の傾斜状態を入れ替えることで、左右モータに均等な負荷を与え、 

    過熱状態になるまでの時間を遅らせることができます。 

    (取扱説明書 P.52「(1)ラジコン操作のポイント」) 

 

エラー別対処方法 
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[1 – 12] 左側モータ過熱異常 

●症状 

  左側モータ温度が過熱状態(95℃以上)になっているのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

 

●対処方法 

  1) 左側モータの温度が 65℃以下になると異常が解除されます。 

    作業を中断して、しばらく放置してください。 

  2) 緊急で移動させる必要がある場合、電源を入れなおすことで 

    短時間走行させることができます。 

  3) 斜面を等高線刈りする際に、本機が左下がりの状態で長時間連続走行すると 

    左側のモータに負担が掛かり、温度が上がりやすくなります。 

    定期的に左右の傾斜状態を入れ替えることで、左右モータに均等な負荷を与え、 

    過熱状態になるまでの時間を遅らせることができます。 

    (取扱説明書 P.52「(1)ラジコン操作のポイント」) 

 

 

[1 – 13] CAN 通信異常 

●症状 

  走行バッテリとの CAN 通信で異常を検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 走行バッテリの通信用コネクタ(CN2)の接続を確認し、接触不良や断線等がないか 

確認してください。 

       (P.19「■CN2(走行バッテリ通信コネクタ)」) 

  2) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、電源を 

入れ直してください。 

   3) 異常が頻繁に発生する場合、走行バッテリを交換してください。 

      (P.26「バッテリの交換方法」) 

  4) 以上で改善しない場合、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

エラー別対処方法 
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[1 – 14] 受信機通信異常 

●症状 

  コントローラボックス内のプロポ受信機と、コントロール基板の通信で異常を検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、 

電源を入れ直してください。 

   2) 異常が頻繁に発生する場合、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[1 – 15] 危険角度異常 

●症状 

  本機の傾斜角度が 70 度を超えたのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・エンジンは直ちに停止します。 

   ・走行は直ちに停止します。 

  ・本体の電源が自動で切れます。 

 

●対処方法 

  1) 本機を安全な場所に移動させてください。 

    (取扱説明書 P.61「■緊急時の移動のしかた」) 

  2) 本機に破損部分がないことを確認してから、電源ボタンを押して電源を入れてください。 

 

エラー別対処方法 
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[1 – 17] 加速度センサー異常 

●症状 

  コントローラボックスに内蔵のセンサーが、角度検知できていない。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 本機を安全な場所に移動させてください。 

  2) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、 

電源を入れ直してください。 

   3) 異常が頻繁に発生する場合、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[1 – 18] EEPROM データ異常 

●症状 

  本機の起動時に、EEPROM から読みだしたデータが不正な状態になっている。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、 

電源を入れ直してください。 

   2) 異常が頻繁に発生する場合、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

エラー別対処方法 
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[1 – 19] EEPROM 故障 

●症状 

  本機の起動時に、EEPROM から読みだしたデータが不正な状態になっている。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

   ・エンジンが始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、 

電源を入れ直してください。 

   2) 異常が頻繁に発生する場合、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[1 – 20] EEPROM 未初期化 

●症状 

  本機の起動時に、EEPROM が使用できる状態になっていないのを検知しました。 

 

■発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

   ・エンジンが始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

■対処方法 

   1) コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[1 – 21] コントローラボックス内温度過熱異常 

■症状 

  コントローラボックス内の温度が過熱状態(80℃以上)になっているのを検知しました。 

 

■発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

■対処方法 

  1) コントローラボックス内の温度が 65℃以下になると異常が解除されます。 

    作業を中断して、しばらく放置してください。 

  2) 緊急で移動させる必要がある場合、電源を入れなおすことで 

    短時間走行させることができます。 

エラー別対処方法 
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[1 – 22] オルタネータ温度センサ断線異常 

●症状 

  オルタネータの温度が検知できていません。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

   ・エンジンが始動できなくなります。 

  ・異常が発生してから 30 秒間は非常走行が可能です。 

    30 秒を過ぎると走行不能になりますが、電源を入れなおすと再度 30 秒間走行できます。 

 

●対処方法 

  1) 温度センサ 1のコネクタ(CN10)の接続を確認してください。 

      (P.21「■CN10(オルタネータ温度センサコネクタ)」) 

  2) コントローラボックスのコネクタ(CN11)の接続を確認してください。 

      (P.21「■CN11,CN12,CN30,CN32(コントローラボックス前側コネクタ)」) 

  3) 温度センサ 1の配線に断線等がないか確認してください。 

  4) 配線に問題ない場合、温度センサ 1を交換して動作を確認してください。 

  5) 以上で改善しない場合は、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[1 – 23] 左側走行モータ温度センサ断線異常 

●症状 

  ・左走行モータの温度が検知できていません。 

  ・コントローラボックスと左走行モータのコネクタ接続に異常があるか、 

   温度センサが故障している場合があります。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・異常が発生してから 30 秒間は非常走行が可能です。 

    30 秒を過ぎると走行不能になりますが、電源を入れなおすと再度 30 秒間走行できます。 

 

●対処方法 

  1) コントローラボックスのモータコネクタ(CN32)の接続を確認してください。 

      (P.21「■CN11,CN12,CN30,CN32(コントローラボックス前側コネクタ)」) 

  2) 左走行モータの配線に断線等がないか確認してください。 

  3) 配線に問題ない場合、左走行モータを交換して動作を確認してください。 

      (P.31「モータの交換方法」) 

  4) 以上で改善しない場合は、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

エラー別対処方法 
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[1 – 24] 右側走行モータ温度センサ断線異常 

●症状 

  ・右走行モータの温度が検知できていません。 

  ・コントローラボックスと右走行モータのコネクタ接続に異常があるか、 

   温度センサが故障している場合があります。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で 1回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・異常が発生してから 30 秒間は非常走行が可能です。 

    30 秒を過ぎると走行不能になりますが、電源を入れなおすと再度 30 秒間走行できます。 

 

●対処方法 

  1) コントローラボックスのモータコネクタ(CN30)の接続を確認してください。 

      (P.21「■CN11,CN12,CN30,CN32(コントローラボックス前側コネクタ)」) 

  2) 右走行モータの配線に断線等がないか確認してください。 

  3) 配線に問題ない場合、右走行モータを交換して動作を確認してください。 

      (P.31「モータの交換方法」) 

  4) 以上で改善しない場合は、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

 

 

 

[2 – 1] 走行バッテリ過電圧異常 

●症状 

  走行バッテリ内蔵コントローラが、過電圧状態(約 30.8V)を検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 2回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

 

●対処方法 

  1) モータ電圧が約 28.5V になると異常状態が解除されます。 

    作業を中止し、電圧が低下するまで放置してください。 

   2) 急な下り坂を走行中に発生する場合は、速度を落として走行してください。 

3) 異常が頻繁に発生する場合、走行バッテリを交換してください。 

      (P.26「バッテリの交換方法」) 

 

エラー別対処方法 

 

2.走行バッテリの異常 
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[2 – 2] 走行バッテリ低電圧異常 

●症状 

  走行バッテリ内蔵コントローラが、低電圧状態(約 15.4V)を検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 2回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 走行バッテリ電圧が約 23.1V になると異常状態が解除されます。 

    エンジンが停止している場合は、エンジンを始動させて走行バッテリを充電してください。 

  2) 充電されない場合、オルタネータの接続コネクタ(CN28 および CN9)の接続を確認してください。 

    また、オルタネータの接続端子に緩みがないか確認してください。 

       (P.20「■CN9(オルタネータ信号コネクタ)」) 

       (P.22「■CN27,CN28(バッテリ、オルタネータパワーコネクタ)」) 

  3) オルタネータのヒューズ(80A)が切れていないことを確認し、配線コードが断線していないか 

確認してください。 

       (P.29「ヒューズの交換方法」) 

    4) エンジン始動前後で走行バッテリの電圧が上昇しない場合は、オルタネータを交換してください。 

       (P.35「オルタネータの交換方法」) 

   5) 異常が頻繁に発生する場合、走行バッテリを交換してください。 

       (P.26「バッテリの交換方法」) 

 

 

[2 – 3] 走行バッテリ電圧バランス異常 

●症状 

  走行バッテリ内蔵コントローラが、走行バッテリ内部電圧のバランス異常を検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 2回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 走行バッテリの内部電圧バランスが解消されると異常状態が解除されます。 

    作業を中断して、しばらく放置してください。 

   2) 異常が頻繁に発生する場合、走行バッテリを交換してください。 

      (P.26「バッテリの交換方法」) 

 

エラー別対処方法 
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[2 – 4] 走行バッテリ充電過電流異常 

●症状 

  走行バッテリ内蔵コントローラが、充電電流の過電流状態を検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 2回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

 

●対処方法 

  1) オルタネータの配線に破損がないか確認してください。 

    また、オルタネータの接続端子に緩みがないか確認してください。 

   2) 走行バッテリの配線に破損等ないか確認してください。 

    また、走行バッテリの接続端子に緩みがないか確認してください。 

  3) 緊急停止スイッチを押すか、プロポ送信機の電源を OFF にして、本機の電源を切ってください。 

  4) 本機の電源が切れたことを確認してから、電源ボタンを押して電源を入れ直してください。 

   5) 異常が頻繁に発生する場合、走行バッテリを交換してください。 

      (P.26「バッテリの交換方法」) 

 

 

[2 – 5] 走行バッテリ放電過電流異常 

●症状 

  ・走行バッテリ内蔵コントローラが、放電電流の過電流状態を検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 2回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

   1) 走行バッテリの配線に破損等ないか確認し、ショートしていないことを確認してください。 

    また、走行バッテリの接続端子に緩みがないか確認してください。 

  2) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、 

電源を入れ直してください。 

   3) 異常が頻繁に発生する場合、走行バッテリを交換してください。 

      (P.26「バッテリの交換方法」) 

 

エラー別対処方法 
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[2 – 6] 走行バッテリ温度異常 

●症状 

  走行バッテリの温度センサが、過熱状態(65℃以上)を検出しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 2回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 走行バッテリの温度が 50℃以下になると異常が解除されます。 

    作業を中断して、しばらく放置してください。 

  2) 緊急で移動させる必要がある場合、電源を入れなおすことで 

    短時間走行させることができます。 

 

 

[2 – 7] 走行バッテリ温度許容外異常 

●症状 

  走行バッテリ内蔵のコントローラが、動作限度外の温度(66℃以上、または-35℃以下)を 

検出しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 2回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、 

電源を入れ直してください。 

  2) 極端な高温または低温環境での作業は避けてください。 

 

エラー別対処方法 
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[2 – 8] 走行バッテリモジュール故障 

●症状 

  走行バッテリ内蔵のコントローラが故障しています。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 2回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 走行バッテリを交換してください。 

     (P.26「バッテリの交換方法」) 

 

 

[2 – 9] 走行バッテリ永久異常 

●症状 

  ・走行バッテリ内蔵のコントローラが復旧不可能な異常を検出しました。 

  ・極端な過電圧または低電圧状態を検知した場合に発生します。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 2回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 走行バッテリを交換してください。 

      (P.26「バッテリの交換方法」) 

 

エラー別対処方法 
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[2 – 10] 走行バッテリ起動異常 

●症状 

  走行バッテリが正常に起動していません。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 2回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

●対処方法 

  1) 走行バッテリの端子電圧を測定し、電圧が出力されているか確認してください。 

  2) 電圧が出力されていない場合、走行バッテリ通信コネクタ(CN2)を差し直してください。 

      (P.19「■CN2(走行バッテリ通信コネクタ)」) 

  3) 走行バッテリ通信コネクタ(CN2)の配線を確認し、断線等ないことを確認してください。 

  4) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、 

電源を入れ直してください。 

   5) 異常が頻繁に発生する場合、コントローラボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

   6) 走行バッテリ内部に水が浸入した場合に発生する可能性がありますので、浸水が疑われる場合は 

    数日間放置してください。その後も状態が改善しない場合は走行バッテリを交換してください。 

       (P.26「バッテリの交換方法」) 

 

[2 – 11] 走行バッテリ接続異常 

●症状 

  走行バッテリから電圧が出力されていません。 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 2回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・走行することができなくなります。 

   ・エンジンが停止し、始動できなくなります。 

  ・刈刃スイッチ、刈高調整、エンジン傾斜が操作できません。 

●対処方法 

  1) 走行バッテリの端子電圧を測定し、電圧が出力されているか確認してください。 

  2) 走行バッテリの接続端子に緩みがないことを確認してください。 

    また端子の+-極にコードが正しく接続されていることを確認してください。 

  3) 走行バッテリのコネクタ(CN27)の接続を確認してください。 

      (P.22「■CN27,CN28(バッテリ、オルタネータパワーコネクタ)」) 

  4) 走行バッテリのヒューズ(80A)が切れていないか確認し、配線に断線等ないことを 

確認してください。 

(P.29「ヒューズの交換方法」) 

  5) 緊急停止スイッチか、プロポ送信機の電源を OFF にして本機の電源を切った後、 

電源を入れ直してください。 

6) 状態が改善されない場合、走行バッテリを交換してください。 

      (P.26「バッテリの交換方法」) 

エラー別対処方法 
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■  

 

[3 – 1] 刈刃用電動シリンダ駆動異常 

●症状 

  刈刃用電動シリンダの動作中に異常を検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 3回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・刈刃スイッチが操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、刈刃用電動シリンダのコネクタ(CN24)の接続を確認してください。 

       また、配線に断線等ないことを確認してください。 

(P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

  2) 刈刃用電動シリンダのピストン部分に異物等がないことを確認してください。 

  3) 刈刃の駆動部分(刈取テンションスプリング付近やベルトストッパ付近等)を確認し、 

       異物等が挟まったりしていないことを確認してください。 

   4) 本体の電源を入れて刈刃スイッチを操作し、シリンダ動作を確認してください。 

  5) 異常が頻発する場合、刈刃用電動シリンダを交換してください。 

(P.32「■刈刃用シリンダの交換」) 

   6) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[3 – 2] 刈刃用電動シリンダロック検出異常 

●症状 

  刈刃用電動シリンダ動作がロックしているのを検出しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 3回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・刈刃スイッチが操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、刈刃用電動シリンダのコネクタ(CN24)の接続を確認してください。 

      また、配線に断線等ないことを確認してください。  

(P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

  2) 刈刃用電動シリンダのピストン部分に異物等がないことを確認してください。 

  3) 刈刃の駆動部分(刈取テンションスプリング付近やベルトストッパ付近等)を確認し、 

       異物等が挟まったりしていないことを確認してください。 

   4) 本体の電源を入れて刈刃スイッチを操作し、シリンダ動作を確認してください。 

  5) 異常が頻発する場合、刈刃用電動シリンダを交換してください。 

      (P.32「■刈刃用シリンダの交換」) 

   6) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

エラー別対処方法 

 

3.刈刃用電動シリンダの異常 
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[3 – 3] 刈刃用電動シリンダ動作時間リミット異常 

●症状 

  刈刃用電動シリンダの連続動作時間が限度時間を超えたのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 3回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・刈刃スイッチが操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、刈刃用電動シリンダのコネクタ(CN24)の接続を確認してください。 

    また、配線に断線等ないことを確認してください。 

      (P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

  2) 刈刃用電動シリンダのピストン部分に異物等がないことを確認してください。 

  3) 刈刃の駆動部分(刈取テンションスプリング付近やベルトストッパ付近等)を確認し、 

       異物等が挟まったりしていないことを確認してください。 

   4) 本体の電源を入れて刈刃スイッチを操作し、シリンダ動作を確認してください。 

  5) 異常が頻発する場合、刈刃用電動シリンダを交換してください。 

      (P.32「■刈刃用シリンダの交換」) 

   6) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[3 – 4] 刈刃用電動シリンダリミットスイッチ異常 

●症状 

  刈刃用電動シリンダのリミットスイッチ状態が検知できていません。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 3回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・刈刃スイッチが操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、刈刃用電動シリンダのコネクタ(CN24)の接続を確認してください。 

    また、配線に断線等ないことを確認してください。 

      (P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

   2) 本体の電源を入れて刈刃スイッチを操作し、シリンダ動作を確認してください。 

  3) 異常が頻発する場合、刈刃用電動シリンダを交換してください。 

      (P.32「■刈刃用シリンダの交換」) 

   4) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

エラー別対処方法 
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■ 

 

[4 – 1] 刈高用電動シリンダ駆動異常 

●症状 

  刈高用電動シリンダの動作中に異常を検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 4回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・刈高設定が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、刈高用電動シリンダのコネクタ(CN25)の接続を確認してください。 

    また、配線に断線等ないことを確認してください。 

      (P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

  2) 刈高用電動シリンダのピストン部分に異物等がないことを確認してください。 

  3) 刈刃カバーの動作部分(アーム付近等)を確認し、異物等が挟まったりしていないことを 

確認してください。 

   4) 本体の電源を入れて刈高さ設定ダイヤルを操作し、シリンダ動作を確認してください。 

  5) 異常が頻発する場合、刈高用電動シリンダを交換してください。 

      (P.33「刈高用シリンダの交換」) 

   6) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

[4 – 2] 刈高用電動シリンダロック検出異常 

●症状 

  刈高用電動シリンダ動作がロックしているのを検出しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 4回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・刈高設定が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、刈高用電動シリンダのコネクタ(CN25)の接続を確認してください。 

    また、配線に断線等ないことを確認してください。 

      (P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

  2) 刈高用電動シリンダのピストン部分に異物等がないことを確認してください。 

  3) 刈刃カバーの動作部分(アーム付近等)を確認し、異物等が挟まったりしていないことを 

確認してください。 

   4) 本体の電源を入れて刈高さ設定ダイヤルを操作し、シリンダ動作を確認してください。 

  5) 異常が頻発する場合、刈高用電動シリンダを交換してください。 

      (P.33「刈高用シリンダの交換」) 

   6) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

エラー別対処方法 

 

4.刈高用電動シリンダの異常 
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[4 – 3] 刈高用電動シリンダ動作時間リミット異常 

●症状 

  刈高用電動シリンダの連続動作時間が限度時間を超えたのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 4回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・刈高設定が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、刈高用電動シリンダのコネクタ(CN25)の接続を確認してください。 

    また、配線に断線等ないことを確認してください。 

      (P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

  2) 刈高用電動シリンダのピストン部分に異物等がないことを確認してください。 

  3) 刈刃カバーの動作部分(アーム付近等)を確認し、異物等が挟まったりしていないことを 

確認してください。 

   4) 本体の電源を入れて刈高さ設定ダイヤルを操作し、シリンダ動作を確認してください。 

  5) 異常が頻発する場合、刈高用電動シリンダを交換してください。 

      (P.33「刈高用シリンダの交換」) 

   6) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[4 – 4] 刈高用電動シリンダリミットスイッチ異常 

●症状 

  刈高用電動シリンダのリミットスイッチ状態が検知できていません。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 4回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・刈高設定が操作できません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、刈高用電動シリンダのコネクタ(CN25)の接続を確認してください。 

    また、配線に断線等ないことを確認してください。 

      (P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

   2) 本体の電源を入れて刈高さ設定ダイヤルを操作し、シリンダ動作を確認してください。 

  3) 異常が頻発する場合、刈高用電動シリンダを交換してください。 

      (P.33「刈高用シリンダの交換」) 

   4) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

エラー別対処方法 
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■ 

 

[5 – 1] エンジン傾斜用電動シリンダ駆動異常 

●症状 

  エンジン傾斜用電動シリンダの動作中に異常を検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 5回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・エンジン自動傾斜および手動傾斜が動作しません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、エンジン傾斜用電動シリンダのコネクタ(CN26)の接続を 

確認してください。また、配線に断線等ないことを確認してください。 

      (P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

  2) エンジン傾斜用電動シリンダのピストン部分に異物等がないことを確認してください。 

  3) エンジンベース付近を確認し、異物等が挟まったりしていないことを確認してください。 

   4) 本体の電源を入れてエンジン傾斜を手動操作し、シリンダ動作を確認してください。 

    (取扱説明書 P.69「手動エンジン傾斜のしかた」) 

  5) 異常が頻発する場合、エンジン傾斜用電動シリンダを交換してください。 

      (P.34「エンジン傾斜用シリンダの交換」) 

   6) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

[5 – 2] エンジン傾斜用電動シリンダロック検出異常 

●症状 

  エンジン傾斜用電動シリンダ動作がロックしているのを検出しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 5回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・エンジン自動傾斜および手動傾斜が動作しません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、エンジン傾斜用電動シリンダのコネクタ(CN26)の接続を 

確認してください。また、配線に断線等ないことを確認してください。 

      (P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

  2) エンジン傾斜用電動シリンダのピストン部分に異物等がないことを確認してください。 

  3) エンジンベース付近を確認し、異物等が挟まったりしていないことを確認してください。 

   4) 本体の電源を入れてエンジン傾斜を手動操作し、シリンダ動作を確認してください。 

    (取扱説明書 P.69「手動エンジン傾斜のしかた」) 

  5) 異常が頻発する場合、エンジン傾斜用電動シリンダを交換してください。 

      (P.34「エンジン傾斜用シリンダの交換」) 

   6) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

エラー別対処方法 

 

5.エンジン傾斜用電動シリンダの異常 
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[5 – 3] エンジン傾斜用電動シリンダ動作時間リミット異常 

●症状 

  エンジン傾斜用電動シリンダの連続動作時間が限度時間を超えたのを検知しました。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 5回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・エンジン自動傾斜および手動傾斜が動作しません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、エンジン傾斜用電動シリンダのコネクタ(CN26)の接続を 

確認してください。また、配線に断線等ないことを確認してください。 

      (P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

  2) エンジン傾斜用電動シリンダのピストン部分に異物等がないことを確認してください。 

  3) エンジンベース付近を確認し、異物等が挟まったりしていないことを確認してください。 

   4) 本体の電源を入れてエンジン傾斜を手動操作し、シリンダ動作を確認してください。 

    (取扱説明書 P.69「手動エンジン傾斜のしかた」) 

  5) 異常が頻発する場合、エンジン傾斜用電動シリンダを交換してください。 

      (P.34「エンジン傾斜用シリンダの交換」) 

   6) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

 

 

[5 – 4] エンジン傾斜用電動シリンダリミットスイッチ異常 

●症状 

  エンジン傾斜用電動シリンダのリミットスイッチ状態が検知できていません。 

 

●発生時の動作 

  ・本機の赤ランプが 3秒間隔で連続 5回点滅し、ブザーが 0.5 秒周期で鳴ります。 

  ・エンジン自動傾斜および手動傾斜が動作しません。 

 

●対処方法 

  1) 本体の電源を切った後で、エンジン傾斜用電動シリンダのコネクタ(CN26)の接続を 

確認してください。また、配線に断線等ないことを確認してください。 

      (P.22「■CN24,CN25,CN26(電動シリンダ用コネクタ)」) 

   2) 本体の電源を入れてエンジン傾斜を手動操作し、シリンダ動作を確認してください。 

    (取扱説明書 P.69「手動エンジン傾斜のしかた」) 

  3) 異常が頻発する場合、エンジン傾斜用電動シリンダを交換してください。 

      (P.34「エンジン傾斜用シリンダの交換」) 

   4) 上記で状態が改善されない場合、コントロールボックスを交換してください。 

      (P.24「コントローラボックスの交換方法」) 

エラー別対処方法 
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